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提 言





は じめ に

急速 に情報化が進展す る今 日の社会 において、人々が1青報 を活用す るための手段 と してデー

タベースが果たす役割 の重要性 は高 く認識 されている。情報は人々の 日々の行動 に活用 され、

同時 に活動 に伴 い発生す るとい う性格 を持 っている。 この ような情報 と社会 との関係 か ら、

データベースは社会の様 々な場面で構築、利用され、相互 に有機的 な関係 を形成す る。 しか

し、デー タベースが社会 的に定着す るためには、 その技術が一般化す る事が重要 である。つ

ま り、データベースの構築、運用、流通、利用に必要な技術、知識 を体系化 し、これ を実用

化 しうる技術者(以 下、データベース技術者 とい う)を 育成す る必要がある。 しか し、現状

では どの ような技術、知識が必要かにつ いて一般的 な理解は得てお らず、デー タベース を健

全に発展 させ るために必要 とされる技術者の社会的位置付け も明確 な もの とはな っていない。

この様 な社会的課題 に対処す るため、以下の提言 を行 う。

なお、本提言の検討 は限 られた期間内に行われたため、個 々の詳細な分野についての吟味

は十分 に尽 くした とは言えない面があ る。本件の重要性 に鑑み、 より詳細 な検討 を引 き続 き

行 うべ きと考える。
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1.デ ー タベー ス技 術者の社 会的 ニーズ にっ いて、量 的把握 を行 い具

体 的方策 に資 す る。

データベースは商用サービスや会 員制サー ビスが利用 される一方、社 内データベースは業

務処理には必要不可欠 となっている。従 って、データベース技術者 を必要 とする機 関 ・組織

は、デー タベースの商用 ・限定サー ビス機 関のみな らず、一般 の企業 ・機 関にまで及ん でい

る。近未来 における情報処理技術者 の不足が叫ばれ て久 しいが、データベース技術者 につい

ては量 的な把握がなされていない。 当委員会の推定では、現在 において もかな りの数のデー

タベース技術者が不足 していると考 え られ、その対応策 は社会的に緊急な課題 である。将来

見通 しを含めたデータベース技術者の必要数 を把握 し、具体的育成策の確立 を進め る必要が

ある。

2.デ ー タベ ース技 術 につ いて内容の 明確 化 を行 う。

デ ー タベ ース技 術者 には、 デ ー タベ ー スの構 築 、運 用 、流 通 、利 用 とい う幅 広 い知 識 ・技

術 が必 要 とされ る。従 って、 その範 囲 は、 コ ン ピュー タや情 報検 索 の み な らず、 シス テ ム管

理 や通信 ・メデ ィア、 さ らには法 的 諸制 度等 の環 境 条 件 まで、 多岐 にわた る もの とな る。 そ

の 内容 と、体系 につ いて 明確 化 す る必要 が あ る。(資 料1参 照)
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3.デ ータベース技術者の社会的認識 を確立す るため、現在の関連試

験制度 における位置付 けを検討する。

データベース技術者の育成 にとって、社会的認知が重要である。 このために、公的な資格

制度や、試験制度が存在 し、既に情報処理技術者試験等が活用 ・評価 されている。 しか し、

これ ら既 存の試験等では、デー タベース技術者の位置付けが必ず しも明確 ではない。 このた

め、現行の資格 ・試験制度におけるデータベース技術の位置付けにつ いて検討 を行い、必要

な内容の拡充、又 は新 たな制度の確立 を行 うべ きである。

4.デ ー タベ ース技術者の育成 システム を確 立 す る。

デー タベース技術者の育成のためには、前述の資格 ・試験制度 による振興 に加え、教育機

関におけ る体系的教育が必要である。現在の大学等 における当該分野の教育は コンピュータ

及び図書館の分野が中心であ り、データベースとして体系的な教育は まだ十分 とは言 えない。

社会 的要請 に応 えるべ く、望 ま しい育成 システムの在 り方について検 討 を行 うべ きである。
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資料1 データベース技術者の必要 とする知識 ・技術

局面 要 素技術知識
コ ン ピュ ー タ

(ハ ー ド、 ソ フ ト)
情報 、 デー タ システム管理

情報源の選択、データ構 ア ー キ テ ク チ ュ ア、CPU、 当該分野の専門知識 システム計画策定
造 ・体系 の 設 計 、入 力 ・ メ モ リー`、入 出 力 ・通 信 機

キ ー ワ ー ド、 シ ソ ー ラ ス 、 プ ロジェク ト管理
チェック・加工方法の設 器OS、 言 語 、プ ロ グ ラ ミ ン

辞書 、抄録、目録、書誌学
計 、 シ ス テ ム 開 発(メ ン グ、フ ァ イ ル 、ユ ー テ ィ リ

分類法 、インデキシング
構 テ ナ ン ス 、検 索 ・利 用) テ ィ、DBMS、 ア プ リケ ー デ ー タ表 現 法 、文 字 コ ー ド

シ ョ ン、プ ロ グ ラ ム テ ス ト、
情報所在源(科 学技術、

築
ソ フ トウ ェア 工 学 、 シス テ

社会科学、生命科学、ビジ
ム 設 計 、デ ー タベ ー ス 設 計 、

ネス、法学)、主題分析
通 信 手 順 、セ キ ュ リ テ ィ、

信頼性 、人工知能、エキス

パ ー トシ ス テ ム

運用体制管理 システム処理形態 データ保護 デ ー タ管 理 、デ ー タ ベ ー ス 管

セキュ リティ管理 システム構成 理 、計 算 機 管 理 、 コ ン ビ ュー

運 ・ 著作権管理 シス テ ムの オペ レー シ ョン タ セ キ ュ リテ ィ、 シス テ ム 監

リカバ リー管理 システムの保守 査 、 ソフ トウ ェ ア保 護 、オ ペ

用
課金管理 シ ス テ ムパ フ ォー マ ンス の レー シ ョン ・保 守 管 理 、資材

測定評価 管理

マ ー ケ テ ィ ン グ 端 末(ハ ー ド、 ソ フ ト、モ 当該分野の一般知識 パスワー ド管理

. 価格設定 デム) キー ワ ー ド/シ ソ ー ラ ス/

流 ネ ッ トワー ク/メ デ ィア 端 末 オペ レー シ ョ ン 辞書 、抄録 、目録 、分類法

選択 フ ァ イル フ ォー マ ッ ト インデキシング

通
o

プ レゼ ン テ ー シ ョ ン データ表現法 、主題分析

トレー ニ ング 、苦 情 処 理

データベースの選択 端 末(ハ ー ド、 ソ フ ト、モ 当該分野の専門知識 、デー パスワー ド管理

コス ト管理 デム) タベースの収録内容、情報 コス ト管理

利
コ マ ン ド 端 末 オ ペ レ ー シ ョ ン 源の所在、入手キーワー ド/

結果の評価 ロー カル アプ リケ ー シ ョン シ ソ ー ラ ス/辞=書 、イ ンデ

キ シ ング 、分 類 法 、デ ー タ

用 表現法 、抄録、目録 、主題

分析

'
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通 信 ・メデ ィア 数理技術 組織管理 環境条件

ネ ッ トワー ク設 計 、 ネ ッ 数学一般 要員管理 著作権法

トワー ク アー キテ ク チ ュ 統計 ・確率 外注管理 電気通信事業法
ア 、 通信/パ ッケー ジ メ 集合 品質管理(QC)

デ ィア 、通 信 プ ロ トコー 誤差 イ ンダ ス トリア ル ・エ ン ジ

ル/コ ー ド、国際通信網 ORネ ッ トワー ク分析手法 ニ ア リ ン グ

通信 ソフ ト

ネ ッ トワー ク ・セ キュ リ OR、'分 析 手 法 要員管理、外注管理 プライバ シー

テ ィ 事務管理 安全対策基準
ネ ッ トワー ク接 続 税務会計管理 情報通信ネッ トワーク

安全信頼性基準

ネ ッ トワー クア ー キ テ ク 集合 マ ー ケ テ ィ ン グ、 流 通 プ ライバシー

チ ュア 、通 信/パ ッケー 統計 ユ ー ザ ー トレー ニ ン グ 電気通信事業法
ジメディア、通信/プ ロ ユ ー ザ ー カ ウ ンセ リン グ

トコーノレ/コ ー ド、匡|際

通信網 、ソフ ト

通信/パ ッケージメデ ィ 集合 プ レゼ ン テ ー シ ョン 著作権法
ア 統計

国際通信網、 ソフ ト
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参 考 資 料





1.米 国 の 図 書 館 ・情 報 学 系 大 学 院 に お け る カ リ キ ュ ラ ム

(1)UCLA

llO情 報源 と図書館。

履習要件:2年 生 もしくは教員の許可。図書館学修士課程の学生は履習単位 にな らない。

書 誌お よび情報源,適 切 な探索方法についての入門。一般的な資料 と特殊な資料の 両方 を対象 と

す る。 図書 館 を うま く利 用 し,情 報 を効 率 よ く探 索 で きる よ うにす るこ とを 目指 す。 特 定 の 主題

領域(例 え ば,科 学 技 術)に 的 を絞 っ た授業 もあ る。

124情 報 に ア クセ ス す る シス テム

情 報 を一般 大 衆 に提 供 す る ため の,新 た な あ るい は既 存の 手 段の 探 究 。 ビデ オ テ ック ス,電 子 出

版,デ ー タベ ー ス,情 報 ユ ー テ ィリ ィテ ィ,電 子 郵 便,ブ レテ ィン ・ボ ー ド,伝 統 的 な図 書 館業

務 を含 む。 名情 報 技 術 に つ いて,歴 史,経 済 性,技 術 的特 徴,他 の メ デ ィア との 関 連,社 会に変

化 をお こす 可能 性 を基 礎 に 研 究す る。

140図 書 館業 務,サ ー ビ スの ため の コ ン ピュ ー タ.プ ログ ラ ミング 。

講 義1時 間,実 験3時 間。 コ ン ピ ュTタ,プ ロ グ ラ ミン グあ るい はMARCに

つい て の 知識 は必 要 ない 。

図書 館 員,言 語 学 や文 字,そ の 他類 似 の 学 問 を専 攻 す る学 生 に適 した,プ ロ グラ ミン グ言 語 の 入

門 。 テ キ ス ト処理,フ ァイ ル操 作,記 憶 内容 の管 理 の 概念 に つ い て論 じ る。 プ ログ ラ ムや例 題 は

テ キ ス トや 書 誌 レ コー ド(LC-MARCの レ コー ドを含 む)の 処 理 に 重 点 を置 く。 コ ン ピュー

タを用 いた この よ うな レ コー ドの処 理 に つい て の実 践 的 な経 験 とな る。

205図 書館学,書 誌 学,情 報学 の史科。

履習要件:教 員の許可。

歴 史的 な資料 を明 らか にす る。歴 史的,伝 記的文献の包括的かつ批判 的概 説を行 う。研 究,再 評

価の必要な領域 を明 らかにす る。

213索 引演習。

履習要件:教 員の許可。

学 問の歴 史を反映 するよ うな基礎概念 の概説。個人か ら大規模 な索引 プロジ ェク トへの移行 にお

一7一



ける,最 新の問題点や 自動化 によってな され る寄与,機 械 に よる索 引作業 の将来,国 際的標準化

を目指す傾向,索 引作業 を促進す るシステムについ て検討 す る。

214抄 録作業 ・サービス演習。

履習要件:教 員の許可。

歴 史的背景および現在 の状況につい て,特 に科学技 術分野 に関 して検討す る。 自動化の可能性 と

限界,情 報サ「 ビスの調 整における役割,国 際的調整 を行 うための標準化の問題,変 わ りつつあ

るニー ズの影 響を対象 とする。

221科 学 技術 の書 誌 。

履 習 要件:420,421の 履習

科 学技 術 の文 献,特 に物 理 学 の 特 殊 な 形 態の 出版 物,研 究 資料,参 考 ・書 誌 ツー ル につ い て論 じ

る。 専 門的 文 献の探 索 の重 要 性,目 的,性 質 につ い て や研 究 者 間の 情 報 の 流 れ に つい て検討 す る。

222ヘ ル ス.生 命科 学 の書 誌 。

履 習要 件:420.421の 履習

医 学.生 命 科 学の 文献 。 参 考図 書 ・書 誌,逐 次 刊 行 物,抄 録.索 引 サ ー ビス,視 聴 覚 資 料,生 物

医学分 野の 歴 史上 著 名 な 図 書,文 献 の組 織化.出 版 の 種 類,生 物 医学 文 献 の 管理 に お け る技 術 進

歩 の 応用 に つ い て論 じる。

223社 会 科 学 の文献 。

履 習 要 件:420.421の 履習

社 会科 学 の文 献 の演 習 で,様 々 な分 野 の 古典 の概 説,記 念碑 的 な文 庫,逐 次 刊 行物,書 誌,目 録,

索 引,抄 録,書 誌 もしくは 非書 誌 デー タベ ー ス.等 を対象 とす る。 学 術 上 の あ るい は一 般 むけ の

執筆 の 傾 向 につ い てや,文 献 の学 際 性 に つ い て も考 察 す る。

228法 学の書誌

法学 資料の入門 コースで,判 決例等の一次資料に重 点 を置 くが,法 律 家や法 学図書館員が法学情

報 を入手す るた めに用 い る,二 次資料,索 引や探索 の助 け とな る もの も含む。
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230出 版.流 通 の歴 史

出版 と本 の 流 通 の歴 史 に つ い て論 じ るが,特 に図書 館 と収 書,文 化 史 とい う背 景の 中 で,本 の 生

産 と流 布 に お い て変 化 して きた 側 面 に つ い て検 討 す る。

231現 代 の出版と情報の流通

現 代社 会におけ る出版 と情報の流通について詳細に,と りわけ図書館 に関連 あるもの として考察

す る。歴史的 ・文化 的 ・経済的要因,図 書館 資料の創造(著 者,編 者,業 者の役割),生 産 と製

作,市 場調査 と広告,出 版 者の種類,出 版 社の構造 と組織,出 版 業の経 済性,図 書館,出 版者 と

情報流通の現状 と将来 につ いて検討す る。

240情 報 システム分析 と設計 の原理

特殊 なシステムの開発の理論 と原理について。要求の決定,技 術面の設 計 と評価,内 部の組織 が

検討 され る。

241情 報 システム.サ ービスの測定 と評価。

履習 要件:研 究方法 の授業 の履習。 また図書館機械化の授業 を履習 してい ることが望ま し

いo

情 報 シ ス テ ムや サ ー ビスが,費 用 や効 率 の点 か ら見 て,望 ま しい 目標 に合 致 してい るか 。 原 価 計

算 の 原 理 の 概説 。 蔵 書,参 考 業務 や情 報 検 索 サ ー ビス,文 献 配 布 シス テ ム,ネ ッ トワー キ ン グ,

貸 出や 収 書,文 献の 記 述 を含 む テ クニ カル ・サ ー ビスの効 率 を評 価 す るた めに作 られ て きた 尺 度

に つ い ての文 献 を研 究 す る。

242情 報 検 索 シ ステ ム 。

履 習 要 件:240の 履 習 。

機 械 的 な方 法 に よ る出版 物 の 管 理 に お け る

い て検 討 す る。

,主 要 な語 彙,フ ァ イル組 織 化 の方 法,探 索 戦 略 に つ

243人 間 と コ ン ピュー タの コ ミュニ ケ ー シ ョン。

人 間 と コ ン ピ ュー タの コ ミュニ ケ ー シ ョンに係 わ る問題 点 を検 討 す る。社 会 に おけ る コ ン ピ ュー

タの 役 割,利 用 者 の行 動 の 心 理 的 側面,シ ステ ム設 計 や利 用 者 教 育 に とって重 要 と考 え られ る対

話 式 の コ ン ピ ュー タ シス テ ム の応 用 を と りあ げ る。 学生 は い くつ か の オ ンライ ンの 課 題 を こな し.
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この授 業 で と り上 げ る トピ ヅクの1つ に つ い ての ター ム ペ ーパ ー を書 く。

245デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム

デ ー タベ ー ス ・シ ステ ムの 理 論.原 理,実 用 性に つ い て論 じる。 デ ー タモ デル,検 索 の仕 組 み,

評 価方 法,蓄 積 ・効 率 ・安 全 性 の検 討 を と り上 げ る。

246情 報志向社会の社会的側面

情報志向社会の社会変革 の分析 を行 う。歴史的要因や現在の傾向 を,い くつかの国際的あ るいは

国内の問題 についての討論 を通 じて明 らかにす る。情報政策 との係 わ り合いについて もと り上 げ

る。

249情 報 学 特殊 演 習。

履 習 要 件:400の 履 習 お よ び240,242,243,405の いず れ か の履 習,あ るい は教

員 の 許 可。

内容 は 学期 に よ って異 な るが,語 彙 の 開発,フ ァイル 組織 化,探 索 手 順,索 引 と分 類,書 誌 あ る

い は文 章 テ キ ス トの 処理,検 索 能 力 や シス テ ムの効 率 の 評価 とい った情 報 学 の特 定 の テー マ に重

点 を置 く。教 員 の許 可 が あ れ ば,く り返 し履 習す る ことが で き る。

271知 的 自由にっ いての演習(2な いし4単 位)

履習要件:教 員の許可。

知 的 自由とい う考 え方 を検討す る。歴 史的制度的背景,市 民的 自由 と市民の権利,検 閲や言論 の

自由,報 道機関,芸 術,思 想や情報の入手 を制限す るもの,を と り上げ る。

272図 書 館.情 報学 研 究 演 習

履 習 要件:博 士 課 程 の 学生 もし くは教 員の 許可 。

理 論,研 究,方 法 論 に お け る最 新 の研 究 に重 点 を置 く。 教 員 の 許 可 が あれ ば,く り返 し履 習 す る

こ とが で きる。

280情 報 探 索行動

人 間 の情 報 に対 す るニ ー ズ,利 用,行 動 と関 連 を もつ,個 人 の,あ るい は社 会的 な要 因.影 響 を

研 究 す る。 情 報理 論,人 間の 情 報 処 理,社 会 集 団 や職業 集 団 内 での 情 報 の 流 れ,情 報 ニー ズ や利
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用 の 研究 とい っ た テー マ を と り上 げ る。

281ビ ジ ネ スの た め の 情 報 源(2単 位)

履 習要 件:420と 、421の 履 習,も し くは教 員 の 許 可。

ビジネ ス分 野 で の情 報 ニ ー ズに つい て の入 門 。 百科 事 典,名 鑑 ,年 鑑,索 引,ル ー ズ リー フ ・サ

ー ビス ,政 府刊 行 物,デ ー タベ ー ス.そ の他 の ビジ ネ ス文 献 の 情 報源 に つ い て解 説 す る.

282記 録管理(2単 位)

作成 か ら廃案に至 るまでの記録管理の原理。記録 や情報の管理 を概観す ることによ り,ビ ジネス

にお ける情報処理 の問題 や,調 整 され た記録,情 報の管理が,い か に情報入手 手段や利用 を改善

す るか とい うことを学生 に喚起す ることを目指 す。

400情 報 専 門 家

情 報 専 門家 や.社 会 に お け る図 書館 ・情報 セ ンター の 機能 につ い て の歴 史 的,包 括 的 な概 観 を行

う。 図書 館 学 と情 報 学 の 統 一 に つい て,情 報 蓄積 ・検 索 シス テ ムに お け る コ ン ピコー タの応 用,

自然言 語 テ キ ス ト処 理,様 々な 図書 館業 務 の 機械 化 に つい て の 議論 を通 じ て考 察 す る。

402書 誌 学の基礎

書 誌学のい くつかの領域 すなわ ち,歴 史的,形 態的(分 析的,批 判的,記 述 的),数 量的,体 系

的書誌学の基礎 と展開,書 誌学 資料の組織化 と調整 と要素について論 じる。新 たな技法や ツール,

理論,方 法,書 誌学研究 の傾 向を図書館学 との関連で論 じる。

405図 書 館 業 務 の 機 械 化

オ ンラ イ ン 目録,逐 次刊 行 物,収 書,貸 出 シ ス テ ム,統 合 シス テ ム,デ ー タ変 換,図 書 館 ネ ッ ト

ワー クやLAN,光 デ ィス ク とい った 新技 術 の 開 発 な ど,図 書 館機 械 化 の 主 要 な部 分 に つ い て概

観 す る。 図 書 館 機 械 化 に つ い ての 実 際 的技 能 と実地 経験 を重 視 し,最 近 機 械化 プ ロ ジ ェ ク トに加

わ ってい た 人 を講師 と して招 く。

411主 題 ア ク セ ス入 門:ア ル フ ァベ ッ ト順 の主 題 と体 系 的 索 引(講 義 と討 論)。

履 習 要 件:410の 履 習。

主 要 な アル フ ァベ ッ ト順 の主 題 の体 系 的索 引言 語 につ いて,ま た手作 業 あ るい は オ ン ライ ンで の
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利用について の概観。米国議会図書館件 名標 目表,デ ューイ十進分類表,議 会図書 館分類表 の理

論 と応用 を と り上げ る。

412非 図書 資料 の 目録 と分 類。

履習 要 件:410,411の 履 習 。

独 立 した蔵 書 と して,ま た蔵 書 に組 み 込 まれ て い る非 図 書 資料(映 画,地 図,絵 画,音 響 レコー

ド)の 目録 作 成 と分 類 の 問題 点 を論 じ る。

413主 題 ア クセ ス 入門:シ ソー ラズ の 構 造 。(2単 位)

主 要 な シ ソー ラスの,手 作 業 ま たは オ ン ライ ンで の 利用 につ い て概 観 す る。 特 に,構 造 と評価.

設 計 の 根底 に あ る原 理 に重 点 を置 く。

413索 引.抄 録 の原理(2単 位)

単行書,逐 次刊行物,そ の他特殊 な資料の索引作業,報 知 的あるいは指示 的抄録の作 成,図 書館

の参考資料 としての抄録,索 引 サー ビスの分 析につ いて,そ の基礎的な専門技法,概 念,方 法 を

論 じる。

420情 報 源 と情 報 サ ー ビ ス
.1。

情 報 サ ー ビスの歴 史,方 法,資 料 につ い て論 じる。 様 々な種 類 の 図書 館 や情 報 セ ンター にお け る

情 報 サ ー ビス や情 報源.サ ー ビスや情 報 源 の評 価,レ フ ァレ ンスサ ー ビスの基 準,サ ー ビスの 経

済 的 側 面 を と り上 げ る。 辞 典,百 科 事 典,書 誌,フ ァ ク トブ ック,地 図 帳 が情 報 源 とな る。

421情 報 源 と情 報 サ ー ビ ス 皿。

履 習 要件:420の 履 習。

書誌調整情報の情報 源の分析 と評価 を行 う。米 国およびその他の国の全 国書誌 や販売書誌のシス

テ ム,逐 次 刊 行 物 の調 整,索 引 ・抄 録 サ ー ビス を と り上 げ る。 オ ン ラ イ ン デー タベ ー ス探 索 の 入

門 も行 う。

425コ ン ピュ ー タ情 報 源。

履 習 要件:420,421の 履 習 。

文 献 デー タベ ー スの利 用 に 重点 を置 く。 フ ァイル 構造 や必 要 な ハ ー ドウ ェアに つ い て ・科 学 者 や
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ビジ ネ ス マ ン,労 働者 の 情 報 ニー ズの 分 析,お よび その ニ ー ズ に向 い た デー タベ ー ス の調 査 に つ

い て論 じ る。

431資 料 選 択 お よ び蔵 書 評 価 の 特殊 な 問題 。

履 習 要 件:430の 履 習 。

主 題や 地 域 に よ る収集,特 殊 コ レク シ ョン と貴 重 書,新 た な蔵 書 構 築,蔵 書 評 価 と廃 棄,地 域 的,

全 国 的,国 際 的 な収 集 協 力,蓄 積 セ ン ター,主 題 に よ る専 門分 化,映 画,地 図,音 響 レ コー ドと

い った特 殊 形 態 の 資 料,コ ピーの方 法,複 製,研 究 向 け蔵書 の 性格 の変 化 につ い て考 察 す る。

441図 書館 ・情報機関 の管理の問題。

履習要件:教 員 の許可。

管理の原理 につ いて,特 に各種の図書館や図書館 システムに応 用で きる管理技 法に重点 を置 く。

専門的情 報源のみな らず人 間の管理に も特別の注意 を払 う。

444情 報 ネ ッ トワー ク

情 報 ネ ッ トワー クの形 成,資 金,運 営 に お け る問 題 点 を検 討 す る。制 度化 された コン ピ ュー タ シ

ステ ム を含 むい くつ か の主 要 な ネ ヅ トワー クにつ い て概 説 す る。

470専 門 図書 館 と情 報 セ ン タ ー

専 門 図 書 館 や総 合図 書 館 の特 殊 コ レク シ ョンの 組 織,管 理,蔵 書,設 備,財 政,問 題 点 に つ い て

論 じ る。 非 図書 資料 の 処理 方法,最 近 の ドキ ュメ ン テー シ ョンや 機 械化 の 傾 向 につ い て も考 察 す

る。

471ヘ ル ス.生 命 科 学 の 図書 館

ヘ ル ス,生 命科 学 の 図 書 館 の組 織,管 理,サ ー ビス,問 題 点 に つ い て論 じる。 ま た それ が 属 す る

機 関 や社 会 との 関連 につ い て も検 討 す る。 何 回か 実 際 に見 学 を行 う。

472法 学図書 館論

法学 図書館員 とい う専門職への入門。専 門家集団の組織 と活動,全 米の法学図書館の特 徴 と分布,

法学図書館の問題点 およびその解決方法 に見 られ るきわ立 った特徴 について論 じる。
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473官 庁情 報

連 邦 政府.州,地 方 自治体,国 際機 関.外 国政 府 に よ って 公 表 され る官庁 情 報 の 性格,範 囲 にっ

い ての入 門 。 問題 志 向 の ア プ ロー チ を と る。

487C法 学 書誌,上 級 。

228で は取 り扱 わな い法 学 の 資 料 や 研 究技 法 を検 討 す る。 最 新 の ま た 歴 史的 な 英国 の 法 学 資料,

他 国 や 国際 的な法 学 の 情 報 源,行 政 法 の 資料,税 法.労 働 法,安 全 保 障法 反 トラス ト法 とい った

特定 領 域 を対 象 とす る。 特 に,法 制 史 の資 料,研 究 技 法,コ ン ピ ュー タに支 援 され た法 学 研 究 に

重 点 を置 く。 新 た な法 学 研 究 の 技 法 や ツー ル もと り上 げ る。

490専 門 的 な コ ミュ ニ ケー シ ョン(2単 位)

様 々な状 況 に お け る,図 書 館 員の 言 葉 に対 す る感 度 を向上 させ る こ とを 目指 す。 学生 が 要 求 や報

告,研 究結 果 を提 示 す るた め に開 か れ てい る文 体 論 的,統 語 論 的選 択 の 幅 を探 求 す る。 紙 に書 か

れ た もの,口 頭,視 覚 に 訴 え る もの とい った専 門 的 コ ミュニ ケ ー シ ・ンの あ らゆ る側 面 を対 象 と

す る。 コ ン ピュー タが 作 り出 した もの も含 む。

491図 書 館 シ ス テム に お け る個 人 間 コ ミュ ニ ケー シ ョン の 問題

図 書 館 管理 や スタ ッフの 関 係,分 担 収 集,情 報 サ ー ビスの提 供 に お け る個 人 間 の コ ミュニ ケー シ

ョン様 式 を探 求す る。特 に,組 織 内 での 関 係,意 志 決 定 や 管 理 上 の摩 擦,変 化 を起 こす 際 の効 果

的 な コ ミュニ ケー シ ョン様 式 に重 点 を置 く。

497図 書館,情 報機関における実地研究(4な い し8単 位)

定 評のあ る図書館や情報機 関において,監 督の下に実地経験 をつむ。現場 におけ る管理 上のあ る

いは専門的な問題に集中的に取 り組 まなければな らない。学生は その期 間の ほとんどを,一 日中

現場 で過ごす。
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(2)PITTSBURGH

LS201書 誌 記 述

英米 目録 規 則 第2版 へ の入 門 で,単 行 書,逐 次 刊行 物,地 図,音 盤 レコ ー ド,絵 画,映 画,コ ン

ピ ュー タ資 料 に つ い て の書 誌 記述 を と り上 げ る。記 述 の要 素 や件 名 標 目に よ る ア クセ スの概説 。

デ ュー イ十 進 分 類 法 や議 会図 書 館分 類 法 を解 説 す る。

L,S203情 報 管 理者 の た め の 技術

現 代 社 会で は 必 需の 技 術 の理 論,構 成 要 素 関 連,相 互 作用,応 用 に つ い て の概 説 。 図 書 館 ・情 報

セ ン タ ー にお け る コン ピ ュー タシ ステ ム の利用 に重 点 を置 く。構 義 ,討 論,実 習 に よ って示 され

る概 念 を補 うた め に,高 水 準言 語(例 え ばBASIC)を 用 い る。

LS206図 書 館.情 報 システム.サ ー ビスの管理

一般的な管理 の原理の理解 ,特 に図書 館 ・情報セ ンターでの管理 の原理の理解 を もた らす。管理

機能の正 しい認識 と環境あ るいは機能別の よ り高度 な管理の研究 の土台 を作 り上げ る。

LS207情 報源 と情報サ ービス

一般 的な参考業務 で使われ る情報源 と実践 活動の根底にある哲学
,理 論 を探求す る。主題別参考

業務 の概説 のみな らず データベースやオ ンライ ン端 末の利用 も含 まれ る。参考業務 が機能 してい

る環 境に重点 を置 き,ま た最近の傾 向について も考察す る。

LS209行 動 とコミュニケー ション

情報 に係 わ る環境の中で,実 践家 と利用者 の相互関係 に影響 を与 え る行動や コ ミュニケーシ ョン

の原理 を概観す る。現在 の問題点 や図書館学 での現状の行動学的側面に注意 をむけ る。個人の価

値観,信 念,行 動 と効果 的な図書館 サー ビスの提供 との関連 を明 らかにす る。

LS211図 書 館.情 報 学 の ため の言 語

世 界 の 言 語 と図 書館 ・情 報 学 に おけ る意 義 につ い て概 説 す る。 言 語研 究 の 原理,辞 書 や他 の ツー

ルの 利 用 に つ い て論 じる。 学生 は30以 上 の 言 語 につ い て の認 識 を得 る。 ロ シ ア語 とギ リシ ャ語

の 翻字 を行 う。
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LS214著 作 権 と図 書 館 ・情報 シ ス テム,サ ー ビ ス

図書 館 ・情 報 サー ビスに 対 す る著作 権 の 影 響 を討 論 す る。 米 国 の 著作 権 法 の 歴 史.目 的,法 律 の

意義 を国 際著 作権 法 や慣 例 と比較 す る。 出版 の経 済 性 や図 書 館,情 報専 門 家,出 版 者,著 者 の 関

係 と知 識 の生 成,加 工,伝 達 と を関 連 づ け る。

LS236逐 次刊行物 の出版

逐次刊行物 の出版,作 成,形 態,処 理,利 用について概観す る。手作業 および機械化 され た手順,

選択,内 容,書 誌調整,逐 次刊行物 の機能の調整 と方針,国 内のあ るいは国際的な協力計画 をと

り上げる。

LS273官 庁情報の情報源,サ ービス

米国の政治状況 とそれが連 邦政府か らの情報の利用可能性 と調整に与 える影響に焦点 をあて る。

様 々な形の連邦政府資料 が対象にな る。

LS245科 学技術分野 の情報要求

科 学技 術 分 野 の一 次.二 次 出版 物,デ ー タベ ー ス.数 値 デ ー タベ ー ス とい った情 報 源,利 用 者 の

ニー ズ と科 学 共 同体 内 で の コ ミュニケ ー シ ョンの 形 態 ,研 究 図書 館,学 校 図書 館,公 共 図書 館 の

利 用 に つ いて論 じ る。 あ らか じめ科学 を専 攻 して い る必 要 は な い。

LS246ビ ジネス,経 済学の情報源

国内又は国際的統計,企 業 デー タ,市 場調査,マ ネージメン トの行動学的,社 会的側面 を対象 と

す る。消費者や環境問題 も含む。学生 を公共図書館,研 究図書 館,専 門図書館の主要な ビジネ ス

の参考資料 に親 しませ るた めに,教 室での討論 と参考質問の課 題 と書誌の課題 を組み合わせ る。

LS249情 報 源や書誌 の個人研究

学生が選 んだ情報源や書誌 についての テーマで個人研究 を行 い,予 定 に従 って教員に報告す る。

研究 レポー トは,学 生 と教員 で決めた形 でよい。支援 者については教員の許可が必要 であ る。

LS256オ ン ライ ン の テ ク ニ カル サー ビ ス:OCLC

オ ンライ ン検 索,デ ー タの修 正,入 力 とい う体 系 的 な プ ロ グ ラム を通 じて,学 生 に オ ン ラ イ ンの

テ クニ カ ルサ ー ビスの一 面 を概 説 す る。
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LS259テ クニ カ ルサ ー ビ ス の 個 人研 究

主題 分 析 や テ クニ カ ル サ ー ビスの 特定 の一 面 を研 究 す るか あ るい は,ピ ッツバ ー グ地 域 の 図 書 館

員 の 協 力 を得 て教 員 の指 導 の 下,特 別 な プ ロ ジ ェ ク トを行 う機 会 で あ る。

LS273専 門 図書 館 と情 報 セ ン タ ー

組織 の理 論 とケ ー ス分 析 の方 法 の原 理 が 専 門 図書 館 研 究 の基 礎 に な る。 各学 生 は,ケ ー ス ス タ デ

ィの準 備 に 参加 す る。

LS284情 報 を扱 う上 で の 法 的 問題

検 閲,情 報 を知 る権 利,プ ライ バ シ ー,著 作 権,不 正 行 為 や そ の他 の問 題 につ い て の法 制 化,各

法 律 を と り上 げ る。 この よ うな 問題 へ の法 の影 響 を解 説 し,保 護 手 段 を提 唱 す る。

LS285法 学図書館論

法学図書館の管理 と組織 について,特 に裁 判制度の知識 と法学文献に重点 を置 く。

LS286健 康科 学 の 情 報 源,サ ー ビ ス

医 学,看 護 学,薬 学,歯 学,獣 医学 な どを含 む健康 科 学 に お け る最 新 の情 報 源,サ ー ビス,情 報

伝 達 の 傾 向 の評 価 と探 求 を行 う。 病 院 図書 館,研 究 図書 館,特 殊 な 図書 館 ・情 報 セ ン ター に適 し

た 資料 や サ ー ビス を と り上 げ る。

LS293情 報 マー ケ テ ィ ング と広 報

コ ミュニ ケー シ ョン,学 習,ラ イ フス タ イル の完 成 の た めの.情 報 サ ー ビスや情 報生 産 物 を市 場

向 け に ま とめ る業 務 や広 報 活動 を含 む,説 得 力 のあ るメ ッセ ー ジを作 り,計 画 し,取 りつ ぐ技 術 。

効果 的 な宣 伝 に は ロ ビー活 動,基 金 の 創 設,ニ ュー スの マ ネ ー ジ メ ン ト,世 論 調 査,市 場 の細 分

化,ニ ー ズの評 価 が含 まれ る。 ボ ラ ンテ ィアの採用,調 査 へ の 直 接 参 加,イ メ ー ジ作 り,異 文 化

間活 動 の展 開,計 画 立 案 と製 作 の た めの 設 備 の供給 とい った 問題 点 につ い て考 察 す る。

LS294情 報 コ ンサ ル タ ン トと企 業 家

情 報 企 業 家,教 育 コン サル タ ン ト,異 文化 間 での コ ミュニ ケ ー シ ・ンの 仲介 者 に と って顧 客 に 対

応 す る上 で,必 要 と され る専 門 的 な能 力 。非 公 式 の教 育,生 涯学 習,生 活様 式 の 形 成,企 業 形成

等 の 努 力 に おい て,効 果 的 に表 現 し,相 談 を行 い,評 価 す るた め の 資料,方 法,技 法。 顧客 の 動

一17一



機,個 人 の 学 力,あ らゆ る年 代.生 活 様式 を持 つ顧 客 の 自発 的 な成 功 とい った 問題 点 に つ い て考

察 す る。

LS295通 信 の資 源 と技 術

相 互作 用 の あ る知 的 な コ ミュニケ ー シ ョン シス テ ムや検 索 を中 心 と した 状 況 下 で使 わ れ る視聴 覚

資 料,メ デ ィア,遠 距 離通 信 や その 他 の 情 報 源 に つ い て。 デー タベ ー ス保 護,遠 距 離技 術,異 文

化 間 コ ミュニケ ー シ ・ン,情 報入 手 の 自由 とい った 問題 点 に 係 わ る非 図書 資料 の 範 囲 を検討 す る。

情報 交 換 の 追跡,ブ ロー カ ーの 支援,ネ ッ トワー ク紹 介 の た めの コ ミュニ ケ ー シ ・ツ 経 路選 択 や,

利 用 者 志 向 の 資源 を.視 聴覚 資 料 の 構 成 内容 や市 場性 の高 い 製 品設 計 とい った点 か ら作 られ る判

断 基 準 に よ って評 価 す る。

LS296カ ウ ンセ リング の原 理 と実 際

履習 要件:LS209の 履 習 。

カ ウ ンセ リン グ理 論 と実 際 に つ い て の 上 級 コー ス 。 こ こで 学生 は ,効 果 的 な イ ン タ ビュー の技能

を 向上 させ,様 々な状 況 に カ ウ ンセ リ ングの 原理 を応 用 す る こ と を学 ぶ。 実 践 家,情 報 カ ウ ンセ

ラーご 管理 者 と して,人 間 関係 に つ い て の技 能 を よ り良 い もの に高 めよ うとしてい る人が望 ま しい。

LS299コ ミュ ニケ ー シ ョンの 個 人 研 究

コ ミュニ ケ ー シ ・ンの 領域 で,学 生 が選 ん だ テー マに つ い て ,教 員 の ガ イ ダ ン スに 従 い 自発 的 に

進 め る個人 研 究 。研 究 結 果 の報 告 は 様 々な形 で良 いが,こ れ は学生 と教 員 とで決 め る。 学 生 は テ

ー マの要 約 と方法 につ い て の案 を提 示 す る
。 支 援 者 に つ い て は教 員 の 許 可 が 必要 。Fine博 士 か

Penland博 士 に相 談せ よ。

lS2001nformatology:情 報 学 の基礎

情 報 学 の根 底 に あ る基 礎理 論 や概 念 を概 説 す る。 情 報 シス テ ム を構 成 す る基本 的な要 素 を解説 し,

各 要 素 につ い て,ま た シス テ ム全 体 に つ い て の現 在 の知 見 を検 討 す る。

lS206情 報学 に お け る統 計 学

履 習 要件:IS100や800,あ るい は同等 の もの の 履 習 。

統 計手 法 の応 用 の中 級 コー ス。 ベ ク トル や行 列 の概 念,多 変 量,重 回 帰,七 分 布,F分 布,分 散

分 析,共 分 散分 析,非 母 数 の 技 法 な ど を と り上 げ る。 この 授 業 は分 析 的 で統 計 パ ッケ ー ジSPSS
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を利用 す る。

1S207情 報 学 の 社 会 学

情 報 学 に お け る社 会作 用 の 意義 に つ いて 討論 す る。 情 報 シス テ ムの 設計 にお け る社 会 的要 因,情

報 や 情 報技 術 の 急 成 長 の社 会 的 意義,コ ミュニ ケー シ ョン過 程 に お け るメ デ ィアの機 能,情 報 サ

ー ビスに つい て の 国家政 策 の 展開 を と り上 げ る
。

lS210研 究 計 画

履 習 要 件:IS100/800,あ るいはIS206の 履 習 。

基 本 的 な調 査 の 過 程 に重 点 を置 い た,研 究計 画 の 入 門 コー ス。 研究 課 題 の 明確 化,研 究 を行 う手

順 の決 定 と記 述,デ ー タ収 集方 法 の設 計,検 定 可 能 な仮 設 の 設定,デ ー タ分 析 の結 果 の引 き出 し

と解釈,研 究 成 果 の 報告 を と り上 げ る。

lS230行 動理論の基礎

履習要件:IS132や 同等の ものの履習,あ るいは教員の許可。

古典哲学か ら現代の認知心理学 に至 るまでの,心 と行動の理 論の展開について考察す る。情報の

感受 と獲得,記 憶,知 識表 現,情 報利用,知 識の伝達 をと り上げ る。授 業の最初に,歴 史的展望

を行い,人 間の認知についての現代の理論の分析 の基礎 とす る。

lS232人 間 の情 報 処 理

履 習要 件:IS132や 同 等 の ものの 履 習,あ るい は教 員 の 許可 。

人 間の 認知 に つい て の現 代 の 研究,理 論 を詳細 に 分析 す る。 知 覚,記 憶,知 識 の獲 得 ・表 現 ・利

用,言 語,認 知 の コ ン ピ ュー タ モデ ル(人 工知 能)を と り上 げ る。 情報 処 理 ア プ ロー チ を人 間 の

認 知 に つ い て の他 の理 論 と比 較 ・検 討 す る。

lS235シ ステムにおけ る人間要因

人 間一機械 システムにおけ る人 間の役割の分析の原理 を概説す る。情報 システムの設計に応用 す

る人的要因の原理に重点 を置 く。

lS240診 断1情 報 探 索 行 動

人 間 の情 報 ニー ズ と,い か に それ を究 明 し解釈 す るか を詳 細 に分 析 す る。 学習,認 知,動 機,個
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性に係わ る行動原理 や,情 報探索行動への その応用 について考察す る。

lS241診 断 皿 情報探索行動

履習要件:IS240の 履習。

情報探索行動の原理 を,利 用者の情報 ニーズの究明 とそのニーズに対す る処方 の作成 を含む特定

のケースに応用す る実験 的な授業を行 う。

lS242自 然言 語処 理

履習 要 件:IS232や 同等 の もの の 履 習 あ るい は教 員 の 許可 。LISPや 人 工知 能 の授 業 を

修 了 してい る こ とが 望 ま しい。

自然 言 語研 究 へ の コン ピ ュー タ ア プ ロー チ と,自 然 言 語 イ ンター フ ェー スへ の応 用 につ い て 考察

す る。 この授 業 では言 語 学,哲 学,認 知 心 理 学,人 工知 能,心 理 言 語 学 の 題 材 を一 つ に ま とめ る。

lS244人 工 知 能

履 習 要件:IS232や 同 等 の もの の履 習,あ るい は教 員の 許可 。LISPの 授 業 を修 了 して

い る こ とが望 ま しい。

問 題解 決,パ ター ン認識 と知 覚,記 憶 と知 識 表 現,自 然言 語 処 理,エ キ スパ ー トシ ステ ム とい っ

た 様 々な知 的行 動 の コン ピ ュ一 夕 シ ミュ レー シ ・ンに よ る研 究 を探 究 す る。

IS255オ ン ライン書誌情報検索

オ ンライン情 報検索の概説 をす る。2つ の商業 システムを詳細 に教 え る。学生は週2時 間実習室

で監督の下 に個 々に端末 を操作す る。

IS256情 報 技術

デ ー タ/情 報 シ ステ ム を動 か す 上 で有 用 な 器 具,つ ま りマ イ ク ロ フ ィル ム シ ステ ム,コ ン ピュー

タ入 力 装置,コ ン ピ ュー タ,蓄 積 装 置,出 力 装 置,ワ ー プ ロに つ いて や,デ ー タ/情 報 シ ステ ム

に適 当 な技 術 を選 ぶ た めの 基 準 を検 討 す る。 技 術進 歩 に つ い て も考 察 す る。

lS257情 報 シ ステ ム

デー タ/情 報 シ ステ ム を,利 用 者,デ ー タ,シ ステ ム とい った要 素 か ら分 析 す る。 デー タ/情 報

システ ムの 分析,設 計,実 行,評 価,設 計 や評 価の 基 礎 とな る任 務,目 標,目 的 につ い て 検討 す
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る。設計の行 動学 的側面の みな らず,設 計に適 切な技術の基準 を作 る。

lS258情 報 ネ ッ トワ ー ク

ネ ッ トワー ク を図 で理 論 的 に表 現 し,そ れ に 関連 す る処置 を論 じ る。 ネ ヅ トワー クの 基 本 的 要素

デ ー タ通 信 の 基 礎,ネ ッ トワー ク機 能 や 実用 性の 分 析 につ い て討 論 す る。

lS265デ ー タ処 理

コ ン ピ ュー タ シ ステ ムの 基 本 要 素 と入 力,中 央 処 理,出 力 間 の 相互 作 用 に つい て検 討 す る。 様 々

な入 力媒 体,装 置 につ い て討 論 す る。 デ ー タ処 理 の 問題 を解 決 す るた め に高 水 準 言 語(COBOL,

FORTRAN)を 利 用 す る。 入 出力 の フ ァイル 処理 に重 点 を置 く。

IS266デ ー タ構 造

履習 要 件:PASCAL,C,ALGOL,FORTRAN,COBOLの うち1つ の言 語 の経 験 を

持 つ こ と。

この 授 業 は,デ ー タ構 造 の 理 論 と応 用 に重 点 を置 く。 様 々 な応 用 に対 応 で き る フ ァイ ル と デー タ

の 構 造 を探 求 す る。 学 習 した構造 を実 行 に移 す 数 多 くの プ ロ グ ラ ミン グの 課 題が あ る。

lS268デ ー タ処 理.上 級

履習 要 件:ど れ か1つ の プ ロ グラ ミング言 語 の知識 。

コ ン ピ ュー タの構 造 とア セ ン ブラ言 語 の プ ログ ラ ミングを検 討す る。 コン ピュー タ本 体(例 えば

VAX)1つ とい くつ か の細 か な構 造 に つ い て検 討 す る。 あ る1つ の 機 械 上 で アセ ンブ ラ言 語の

プ ロ グ ラ ミング を行 う。

|S270オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テム:基 本原 理 と構造

履 習 要 件:IS266,268の 履習 。

コ ン ピ ュー タシ ス テ ム とい う資 源 を管 理 す る 目的 を討 議 す る。 メモ リー の 管理 ,プ ロセ シサ ー の

管 理,ス ケ ジ ュー リン グ,フ ァイルの 管 理,入 出 力,装 置 の駆 動,割 込 み 処理,待 ち行 列,テ レ

プ ロ セ シ ング,ジ ョブへ の 課金 な どを と り上 げ る。

lS271デ ー タ ベ ー ス管 理 シ ス テム と構 造

履 習 要 件:IS266の 履習 。
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DBMSの 概 説。リレー シ ョナル 型,階 層型,ネ ヅ トワー ク型 の3つ の モ デル を検 討 す る。 これ ら

の モ デル を表 現 す る数 多 くの デー タベ ー ス言語 を検 討 す る。

lS272情 報 シス テム の分 析,設 計,評 価

履 習 要件:IS240と257の 履 習 。

問題 を明確 に し定 義 す る方 法,デ ー タ を収 集 し評 価 す る方 法,実 行 可 能 性調 査 の方 法,作 業 評 価

の技 法,業 務 分析,シ ミ ュレー シ ョン研究,影 響 力 分 析,評 価 方 法,書 式 設 計,表 示 設 計,計 画

書 の 執筆,ド キ ュメ ンテ ー シ ・ンの基 準,プ ログ ラ ミン グの 基準,設 計 戦 略,設 計書,設 計 の 評

価 につ い て 討論 す る。

lS273情 報 ネ ッ トワー ク の分析,設 計,評 価

履 習 要 件:IS270と272の 履 習 。

ネ ヅ トワー ク化 の た めの ア プ リケ ー シ ・ンの 分析,評 価 ・再 設 計 の た めの 既 存 の ネ ヅ トワー クの

分 析 の方 法 を討 議す る。 情 報 ネ ッ トワー クを設 計 し評価 す る方 法 を示 す 。 待 ち行列,ル ー ト指 定,

符 号 化,機 密 保 護,信 頼 度,柔 軟 性,プ ライ バ シ ー,伝 送 サ ー ビ ス,集 中 化,マ ル チ プ レク シ ン

グ,誤 り検 出 と訂正,回 復,記 録 管 理,統 計,フ ェイル ・ソ フ ト,分 散 処 理 を と り上 げ る。

lS275対 話 型 シス テム の 設 計

履習 要件:IS271の 履 習 。

必 要 な ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,対 話 型 シ ステ ム の働 きの 特 徴 を探 求 す る。 様 々な型 の対 話

型 ア プ リケー シ ョン用 の デ ー タ構 造,オ ペ レー シ ョン シス テ ムの 基 礎 ・機能 ・特 徴 を考 察す る。

対 話 型 オ ペ レー シ ョン シ ス テム,人 間 と機 械 の対 話,対 話 型 グ ラ フ ィ ック ス,対 話 型 プ ロ グ ラ ミ

ング言語,対 話型 ア プ リケ ー シ ・ンの 設計 に重 点 を置 く。

IS276ソ フ トウ ェア 工 学 と ソ フ トウェ ア の ツー ル

履習 要 件:IS266と270の 履 習 。

開 発 段 階,構 造 化設 計 の概 念,管 理 上 の 問題,プ ログ ラム設計,プ ロ グ ラム の試 行,反 復.プ ロ

グ ラムの検 定,ア ル ゴ リズ ム,利 用 者 との イ ン ター フ ェー ス,編 集,フ ォー マ ッ ト化,分 類,前

段 処 理 装 置,フ ィル ター,マ ク ロ処 理,誤 り処 理 診 断 と回復 に つ い て討 論 す る。
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lS277情 報 表示 装 置

履 習 要 件:IS235の 履 習。

情 報 表示 装 置 は情 報 シ ス テ ムに組 み 込 まれ た一 部 で あ る。 光 度 測定,比 色分量 分 析,イ メ ー ジ分

析,デ ー タ表 示 に お け る光 学 特 性,記 録 媒 体,ブ ラ ウ ン管 装 置,フ ィル ムに よ る投 影 シ ステ ム.

光 の 明暗 度,レ ー ザ 電子 発 光 装 置,レ ー ザ ーホ ログ ラ フ ィー とい っ た機械 的 ・電子 的表 示 装 置 の

工学 的,技 術 的 側面 を と りあ げ る。

lS278対 話式 グ ラ フ ィ ックス

履 習 要 件:IS266,270,272の 履習 。

コン ピュー タグ ラ フ ィック ス,点 描 技法,線 画 表示,画 面 の 切 りと りや ウ ィン ドウ,デ ィス プ レ

イ フ ァイル,幾 何 学 モ デ ル,ピ クチ ャー構造,図 形入 力 装 置 ・技 法,事 象 処理,ラ ス タ ー グラ フ

ィヅ クス,個 体 領 域走 査 変 換,三 次 元 グ ラ フ ィヅク ス,シ ェー デ ィン グ,利 用者 との イ ンター フ

ェー スの 設計 な どに つ い て 論 じ る。IS232や235で 論 じ られ る行 動 要 因 と関 連 が あ る。

lS279デ ー タベ ー ス の 設 計,評 価,管 理

履 習要 件:IS266,270,272,276の 履習 。

デー タベ ー ス シス テ ムの 設 計 ・評 価,管 理 に 必要 な要 素 につ い て論 じ,解 説 す る。 設計 ・評 価 の

た め の定量 的方 法 を と りあ げ る。 設計 上 の 問題 に重 点 を置 き,利 用 可 能 なDBMSの 利用 を考慮す

る。

IS280テ キ ス ト処 理 の 技 法

履 習要 件:IS232又 は235,お よ び266,276の 履 習 。

コン ピ ュー タの 非 数値 へ の 応 用 を論 じ,解 説 す る。 テ キ ス ト分 析,辞 書 分 析,テ キ ス トの 書 式 化.

ワー プ ロ,圧 縮 技法,テ キ ス トの蓄 積 と検 索 を と り上 げ る。

lS281経 営情 報 シ ス テ ム

履習 要 件:IS235,240,272の 履習 。

経 営 情 報 シス テ ムの組 織,開 発,評 価,稼 動 の ための 技 能 を展 開 す る。

lS285情 報 シス テム,情 報 処 理 の モデ ル化

履習 要 件:情 報 学 の24単 位 以 上履 習。
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情 報 シ ステ ム ・処 理 を表 現 し.模 擬 実 験 す るため に論 理 的,数 学 的 モ デ ル を用 い る こ と を論 じる。

別 々の 事 象 の シ ミュ レー シ ョンモ デル と連続 的 な混 成 モ デル を と り上 げ る。 モ デル を実行 に 移 す

た め に コン ビュタ プ ログ ラ ムや シ ミュ レー シ ョン技 法 を用 い る。
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(3)PRATTINSTITUTE

601情 報 ハ ン ドリング 基礎3単 位

情 報 伝 播原 理 の 検 討。 情 報 の 特 性 と行 動;

情 報 の生 成,伝 達,利 用 に 関連 す る人 間行 動,情 報 の構 築,シ ス テ ム,サ ー ビス,処 理,お よ び

製 品,情 報 産 業 と情 報機 関 お よ び経 済,法 的 側面 につ いて考 察 す る。

602情 報源3単 位

参考調査サー ビスの基礎 的概念 を考察。

情報の所在 を突 き止 める手 法,主 要な文献の分析手 法,お よび蔵書 の評価 手法 について ,特 に参

考調査 と調査研究 のための利用 を中心 に検討す る。

603情 報 の構 造3単 位

情報 理 論,分 類 シ ス テ ム,主 題分 析,索 引 と抄 録 の 原 理,記 述 目録 の システ ム,目 録 の種 類 と形

態 に つ い ての 入 門 。

604情 報の蓄積 ・検索 技術3単 位

情報の生産,処 理.蓄 積,検 索,お よび再成 と伝播 のために利用可能な技術 について紹介す る。

613官 庁 情 報 の情 報 源3単 位

履 習 要 件:LIS602の 履 習 。

連 邦政 府,い くつ か の 州 や 自治体 の出版 物 とその選 択,収 集 ,利 用,管 理 に つ い て論 じ る。 印刷

物 や デ ー タベ ー スに よ る実 務 的訓 練 を求 め る。

614健 康 科 学 の参 考 資料.サ ー ビ ス3単 位(2年 に1度 開 講)

健 康科 学 にお け る印 刷 体 の参 考 資料 の組 織化,構 築,利 用 に つい ての 入 念 な研 究 。 参 考 調 査 部 門

の 活動 や図 書 館 員 ・情 報 専 門家 と研 究 者 との コ ミュニ ケー シ ョンに 重 点 を置 く。

616ビ ジ ネ ス,経 済,統 計 の情 報 源3単 位

履習 要 件:LIS602の 履 習 。
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ビジ ネス,財 政,経 済学 の た めの 情 報 源 の探 求 と評 価 を行 う。 広 告,マ ー ケ テ ィン グ,財 政 と投

資,金 融 の 情 報 源 を分 析 す る。 サー ビス上 の 問 題 に も特 に注 意 を払 う。

617法 学研究 の方法と法学資料3単 位

履習要件:LIS602の 履習。613未 履習 な らば同時に履習 す る。

法学 専門家や法 学図書館員 が印刷体 の資料 や電子 的な情報源の利用 によって法律 を見つけ出す時

に とる。体系 的な手法 を分析す る。法 的手続 きや米 国法 の基本原理 の概説 も行 う。

620オ ン ライ ンデ ー タベ ー ス検 索 サ ー ビ ス3単 位

履習 要 件:LIS602,604の 履 習 。

参 考業 務 で の コ ン ピ ュー タに よ る探 索 の 手 法 を概 説 す る。 探 索戦 略,デ ー タベ ー スの構 造 や 内容

と戦 略 との 関 係,検 索 結 果 の数 学 的評 価 を と り上 げ る。 ベ ンダー に よ って 供 給 され て い る多 様 な

デ ー タベ ー スで の 実習 に重 点 を置 く。

621非 書 誌 デ ー タベ ース3単 位(2年 に1度 の 開 講)

履習 要 件:LIS602,604の 履 習 。

非 書 誌情 報 を含 ん で い る,統 計,財 政,経 済,政 治 分 野 の デー タベ ー スの概 説 。 非 書 誌 デー タの

性 質 につ い て論 じ,デ ー タベ ー ス を選 ん で詳 細 に検 討 す る。

622科 学 技 術 分野 のオ ンラ イ ンデ ー タバ ン ク3単 位

履習 要 件:LIS602.604

科 学技 術分 野 の い くつ かの デー タバ ン ク を詳 細 に検 討 す る。 範 囲,内 容,構 造 に 重 点 を置 く。 学

生 は デー タ ベ ー ス を構 築 し,テ ス トし,評 価 を 下す 。

623社 会 科学.人 文 分野 のオ ン ライ ンデ ー タバ ン ク3単 位

履 習 要 件:LIS602,604の 履 習 。

人 文 ・社 会 科 学分 野の い くつ かの デー タバ ン ク を詳 細 に検 討 す る。 範 囲,内 容,構 造 に 重 点 を置

く,学 生 は デ ー タベ ー ス を構 築 し,テ ス トし評 価 を下 す。

624健 康 科 学 分 野 のデ ー タベ ー ス検 索3単 位(2年 に1度 開講)

健康 科 学の 図書 館 にお け るデー タベ ー ス の開 発 と利用 を検 討 す る。 利 用 者へ の イ ン タ ビ ューの技
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法,探 索戦 略 の策 定,処 理 と評 価 に重 点 を置 く。 サ ーチ ャー,研 究 者 とデー タベ ー ス との オ ン ラ

イ ンで の対 話 や様 々 な デー タベ ー スの費 用 分析 や健 康 科 学 の 図書 館 での 価値 に つ い て考 察 す る。

631図 書 館 ・情報学 のための統計手 法3単 位(3年 に1度 開講)

図書館 ・情 報学へ の統計概 念の応用 を考察す る。記述統計学,確 率,標 本抽 出 と推論,決 定理 論,

線型回帰,分 散分析,予 測について検討す る。

634抄 録.索 引3単 位

履 習 要件:LIS603の 履習 。

抄 録 ・索 引 の 原理 と実 際 。 抄 録作 成 や索 引 の 設計 ・作 成 に応 用 で き る技 法 に重 点 を置 く。

635図 書館 員.情 報専門家のため の作文技術3単 位(3年 に1度 開講)

図書館 ・情報学 に最 も適 した作 文技術の原理の研究。作文技術 を文体 と内容 の点か ら論 じる。

640情 報理 論3単 位(3年 に1度 開 講)

履 習要 件:LIS601の 履 習 。

情 報 の理 論 的研 究 。 人 工 知 能,言 語 分 析 を対象 と し,特 に電 子 的 シ ス テム に言 及す る。

641情 報 シ ス テム 分 析3単 位

シ ステ ム分 析 と評 価 の 基 本概 念 や技 法 の 検 討。 業務 の 記述 や シス テ ムの記 述 の準 備 ,プ ロ ジ ェク

トの 計 画 と日程 作 り,デ ー タ収 集 の方 法,業 務 の 流 れ や シス テ ム運 用 の文 書 化,代 替 シ ステ ム の

推 め る準 備,費 用 便 益 分析 に 重 点 を置 く。

642シ ソ ー ラ スの 設 計 と作 成3単 位 ,

履 習 要 件:LIS604の 履 習。

コ ン ピ ュー タ化 され た,ま た は手作 業 で の索 引 シス テ ム との 関 連 で キー ワー ドと典 拠 の リス トに

つい て探 求 す る。政 府 や学 協会 や 商業 的 に作 られ た特 定 の シ ソー ラ スにつ い て概説 す る。 各 学 生

は 自分 で シ ソー ラ ス を作 る。 概 念 の結 合,標 題 の置 換 とい った 現代 の索 引 シ ス テ ム と伝 統 的 な件

名 標 目や 分 類体 系 と を比 較 した り関連 づ け る。
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643機 械化 され た文 献 の蓄 積 と検 索3単 位

履 習 要 件:LIS604の 履習 。

機 械 化 され た 文 献 の蓄積,管 理,検 索 に お い て利 用 で き る手 段 を概 観 す る。 キ ー ワー ド索 引,コ

ン ピュー タ支援 の マ イ ク ロ フ ィル ム検 索 シ ステ ム,ビ デ オ テ ー プや ビデ オデ ィス クの 文 書 記 録,

電子 式 フ7イ リン グ,コ ン ピ ュー タ形 式 の文 献管 理 の技 術 につ い て論 じる。

644電 子式の情報伝達3単 位(3年 に1度 開講)

情報の伝達に係わ る,通 信 システムの理論,管 理 の側面 を分 析す る。 よ り良 い利用のた めの計画

に重点 を置 く。

645ビ デオ による情報 システム3単 位(3年 に1度 の開講)

全文情報の蓄積,検 索,伝 達に関係の あ るビデオ技術の最近の進歩 を探求す る。個人 や機関での

情報の取 り扱いに とって大 きな可能性 を持つ システムを分析す る。

650記 録管理の原 理3単 位

基礎的 な記録管理理論 と記録の 目録作成 に応用で きる方法 の概説。保存 と廃棄の予定表 の作成,

記録 セ ンターの管理,重 要記録の保護,報 告書や書状の管理,単 純な ファイル システムの設計に

ついて検討する。

651オ フィスの情報システム3単 位

記録管理の理論 と実際 を特 にオ フィスでの情報管理への応用可能性に重点 を置いて詳細 に分析す

る。オ フィスの情報 システム,情 報生成 のための仕事の手順,机 上事務分析の方法,情 報蓄積 ・

検索 の技法,情 報の再生 産 と伝達の方 法について論 じる。

652縮 刷 と複 写3単 位

図書 館 ・情 報 セ ン ター にお け る,縮 刷 や普 通 サ イ ズの文 献 の 複 写 の適 用 を考 え る。 通 常 目 にす る

マ イ クロ フ ォーム の特 徴,原 資 料 をマ イ ク ロ写 真 に す る技 術,コ ン ピ ュー タ出力 の マ イ ク ロ フ ィ

ル ム作 成,マ イ ク ロフ ォー ムの 表示 ・印刷 装置,最 近 の 複 写技 術 の進 歩,フ ァ ク シ ミ リ伝 送 シ ス

テム の設 計,複 写 と著作 権 の 問題 に つ い て論 じる。
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662目 録.分 類,上 級3単 位(2年 に1度 開講)

履 習 要 件:LIS603の 履 習。

目録 ・分 類 に お け る よ り高度 な理 論 と実 際 の 研 究 。 特 に米 議 会図 書 館分 類法 と非 図 書媒 体 に 重 点

を置 く。

663整 理 業 務3単 位

収 集.蔵 書 構 築 で用 い られ る第 理 原則 と技 法 を検 討 す る。 目録,目 録 作 業 ,装 備,複 写 と縮 刷,

貸 出 シス テ ムに つ い て 概 説 す る。

664逐 次 刊 行 物 管 理 シ ス テム3単 位(3年 に1度 開講)

発 注,受 入,ク レー ム,目 録,製 本,盗 難 防 止 シ ス テム とい った 逐次 刊 行 物 の 管 理 上 の 問題 を検

討 す る。 逐 次 刊 行 物 の処 理 に お け るコ ン ピ コ一 夕の 応用 に つ い て概 説 す る。

665図 書 館業 務 の 機械 化3単 位

履 習 要件:LIS604の 履 習 。

コ ンピ ュー タや その他 の 技 術進 歩 とその 図書 館 ・情 報 セ ンタ ーへ の応 用 を考 察 す る
。

672米 国 の 図 書 館 シス テ ム と ネ ッ トワー ク3単 位(2年 に1度 開 講)

米 国 の 図書 館 シ ス テム を明 らかに し評 価 す る。 書 誌 的公益 体 ネ ッ トワー クの構 造 と機 能 ,お よ び

その 図 書 館 シ ス テム,サ ー ビスへ の影 響 を概 説 す る。

684法 学図書館学の最近の問題3単 位

法学図書館学の最近の技術 上,政 治上,経 済上の傾向 を明 らかに し分析す る。 現在 の法学情報サ

ー ビスの展開に あてはま る管理上の問題点について検討す る
。

685医 学 図書 館学3単 位(2年 に1度 開講)

履習 要 件:LIS602,604の 履 習。

専 門 職 と しての 医学 図 書館 員 とヘル スケ ア機 関 に お け る医 学 図書 館 の役 割 を概 説 す る。 医学 分 野

の 参考 資料 や 現 代 的 な情 報 入手 システ ム の利 用 と応 用 ,医 学 分 献 や検 索 シ ステ ム ・セ ン ターの 分

析,対 話 型端 末 に よ る遠 方 の書 誌 情 報源 へ の ア ク セ スにつ い て検 討す る。

一29一



692図 書 館 学 にお け る法 的 問題3単 位,必 修

図書館,図 書 館 員,図 書 館学 に影 響 を与 え る刊 法 と民 法 の概 説。 利 用 者,図 書 館 員,評 議 員,地

域 社 会 の法 的権 利 と責 任 に つ い て考 察 す る。 検 閲,名 誉 殿 損,労 働 組 合化,著 作 権.複 写 に 関す

る,米 国憲 法 修 正 第一 条 の図 書館 ・情 報 セ ン ターへ の影 響 につ い て検 討 す る。

693コ ミュニ ケ ー シ ョンと図書 館3単 位,必 修

図書,雑 誌,新 聞,ラ ジオ,テ レ ビ,映 画 とい った主 要 媒 体 に見 られ る コ ミュニケ ー シ ・ン過 程

を考 察 す る。特 に,図 書 館 ・情 報 セ ン ター の コ ミュニ ケ ー シ ・ン過 程 の 現状 と将 来 との 関連 に重

点 を置 く。

694発 展途上国におけ る図書館 ・情報セ ンターの設計3単 位,必 修

図書 館 ・情報 センター発展の格差の原 因 となっている経済的,社 会的,教 育的,文 化 的要因 を考

察す る。米国 内の発展途上地域 と外国の発展途上社 会に対す る十分 なサー ビスの計 画につい て検

討 する。

701 .費 用,予 算,計 画3単 位,必 修

予 算 を組 む 技法,手 順,費 用 の調 整,情 報 や サ ー ビスの た め の費 用 の見 積 り,短 期 ま た長 期 の財

政 計 画 を検 討 す る。

741管 理 の た め の 数学 的技 法 の評 価3単 位,必 修

図 書 館 ・情 報 セ ンター に 応用 で き るモ デル化,シ ミ ュレー シ ・ン,線 型代 数,統 計 手 法,オ ペ レ

ー シ ョンズ リサ ー チの 要 素 を概 説す る。

743情 報 の 社会 的,行 動 学 的意 味3単 位,必 修

情 報 の人 間 的 要 因 の研 究 。 情報 収 集 ・組織 化 ・探 索 ・利 用 の 心理 学,デ ー タバ ン クの プ ライバ シ

ー ,ア クセ ス権,保 護,代 替物,お よ び その 受 け 入 れ につ い て論 じ る。

745情 報 ネ ッ トワー ク3単 位,必 修

オ ン ライ ンの遠 距 離 ア クセス,通 信衛 星,有 線 テ レ ビ,フ ァ クシ ミリ伝 送,デ ー タベ ー ス,全 国

的 ま た 国際 的 シ ステ ム とい っ た通 信技 術 ・施 設 の 概 設 。
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746シ ス テム設 計 と評価3単 位,必 修

図 書 館 ・情 報 シス テムの 目的 ・限界 の評 価,シ ステ ム設 計,評 価 の基 準 と方 法 につ い て論 じ る。
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2.日 本の図書館 ・情 報学系 大学 ・大学院 におけ るカ リキ ュラム

(1)図 書 館 情 報 大 学 図 書 館 情 報 学 部 図 書 館 情 報 学 科

学 部 ・学 科 ・講座

図書館情報学部図書館情報学科

目 的

情報の生産か ら,収 集,処 理,加 工,流 通,検 索等 を経て利用 に至 る過程 を文化,歴 史,社 会,

科学技術の側面か ら解 明 し,そ れを基 盤 とする知識 ・技能に関す る研究 ・開発 を行 う図書館情報学

の教育研究 を通 じ,情 報 の本質 の解明 とその利用に係 る社会的要請に応 え得 る人材 を育成す ること

を目的 とす る。

講 座

教 育 ・研 究 を円滑 に進 め るた めの 諸 要 請 に弾 力 的 に対 応 す る ことが で き るよ う,大 講 座制 を とっ

てお り,次 の5講 座 を置 い て い る。

な お,研 究 活動 は,講 座 を超 えて横 断 的 な プロ ジ ェク ト方 式 で も行 って い る。

図 書 館情 報学,情 報社 会関係 論,情 報 媒 体論,情 報組 織 化 論,図 書 館 情報 シ ステ ム論

教育過程

図書館情報学に関す る教育 を円滑 に進 めるため,い わゆ る 「一般教育」 と 「専門教 育」 とい う区

分 を弾力的に扱い,「 基礎学芸科 目」 と 「専門科 目」を有機 的に組 み合わせた教育課程 を開設 して

い る。
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専門科 目

講 座 授 業 科 目

図書館情報学の基礎 となる 図書館情報学概論,情 報学基礎,組 織 ・

図 書 館 理論 によ り構成 され る分野 管理論,計 量書誌学,図 書館文化 史1,
情 報 学 皿,書 誌 学1,H,図 書 館情 報 学 研 究 法,

図書館情報学講読

社会におけ る情報の生 産か 図書館情 報環境論,学 術情報流通論,情

情 報 社 会

関 係 論

ら利 用 に至 る過 程,図 書 館,

情 報 ・資料 セ ンタ ーの 活動,

社 会制 度 な どに 関 す る内容

報 シ ス テム 利用 論,図 書 館 情 報制 度論,

コ ミュニケ ー シ ョン論 ,出 版技 術 論,出

版 流 通論,著 作 権 論,図 書 館建 築 論,同

に よ り構成 され る分野 演習,情 報社 会関係論講読

各種情報媒体 ・資料の属性, 情報媒体概論,情 報資料形態比較論,情

処 理,利 用 に わ た る理 論, 報資料構成論,同 演習,参 考調査論,同
情報媒体論 情報媒体の特性 に対応す る 演盟,専 門 資 料 論1,同 演 習,H,同 演

方法な どに関する内容に よ 習,皿,同 演 習,IV,V,同 演 習,児 童

り構成 され る分野 青少年資料

1

各種情 報媒体 ・資料及び利 情報組織化論,情 報検索論,情 報検索論
用者の属性 を把 握 し,利 用 演習,分 類 ・目録 論1,同 演習,皿,同
に供す るための組織 化,処 演習,同 実 習,逐 次 刊 行 物組 織 論,ニ ュ

情 報

組 織 化 論

理 ・検索の方法 な どに関す

る内容 によ り構成 される分

野

一メデ ィア組織論
,古 文献整理法,古 文

書整理法,索 引抄 録論,同 演習,情 報意

味論,検 索言語論,文 献情報作成論,同

演習,デ ー タ構 造 論,フ ァイル 構 成 論,

デー タベ ー ス構成 論,デ ー タベ ー ス管理

学

図 書館,情 報 ・資 料 セ ン タ 情 報 シ ス テム論,シ ス テ ム解析 手 法,図
一な どに代表 され る情報活

書 館 ・情 報 セ ンタ ー経 営 論1,皿,皿,

動 を シス テ ム と して把 握 し, 児 童 図書 館 運 営 論,計 算 機 シ ステ ム 」,

その 構 成,機 能,経 営 管 理, 皿,自 然 言 語 処理,パ ター ン処 理,プ ロ

図書館情報 処理技術な どに関す る内容 グ ラ ミン グ言 語,同 各論,同 演 習1,皿,

シ ステ ム論 によ り構成 され る分野 図 書 館 オ ー トメ ー シ ョン,同 演 習,図 書

館情 報 協 力 論,入 出 力 機 器論,イ ンテ リ

ジ ェン ト機 能 論,人 工知 能 論,印 写 工 学

概論1,H,図 書 館 資 料 保存 法,博 物 館

学

図書館情報実習

卒業研究
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大 学 院

図書館情報学研究科図書館情報学専攻

目 的

図書館情報学事攻は,基 本 的理論構成,情 報認識機構,情 報構成及 び情報社 会関係の立場 に基づ

く図書館情報学の理論形成 を意図す ると共に,情 報の社 会的実態 を現在か ら将来 にわ たって把握 し,

媒体,組 織化,機 器及び検索 の立場に基づ く図書館情報学の応用理論 ・技 術の教育研究 を意図 し,

図書館情報学の研究者及び広 く社会の各 分野に貢献す る人材 を養成す ることを目的 とす る。

教育課程

図書館情報学専攻の教育理 念及び人材養成の 目的に基づ くと共 に様 々な学問領域 の特性に対応 し

得 る方 法 の実 現 を意 図 して,学 部 に お け る講 座 内容 の構 成 を基盤 に シ ス テ ム論 的 ア プ ローチ,デ ー

タベース構築,検 索方法論な どに重点 を置いて展開 し得 る教育課程 を開設 してい る。

専門分野及び授業科目

専 門 分 野 授 業 科 目

図 書 館

情報基礎論

図書館情報学 の基礎 とな る記号及

び言 語情報の特性,情 報 システム

の設計 と関連す る数 学的手法,図

書 ・資料研究の基礎 とな る書誌学

な どを研究対象 とす る分野

記号理論,言 語情報分析論,情 報

応用数学,図 書館情報 システム経

営論,書 誌学時論1,皿,図 書 館

情報基礎論実験 ・演習1,∬

情報認識論

情 報 の認 識 に関 す る人 間 の知 的能

力 を明 らか に しつ つ,そ れ を機 械

に理 解 させ,さ らに機械 との 高 度

な コ ミュニ ケ ー シ ョンを行 うた め

の 理 論 と手 法 を研 究 対 象 とす る分

野

オー トマ トン理 論,パ ター ン情 報

処 理 持論,人 工 知 能 持 論,マ ンマ

シ ンコ ミュニケ ー シ ョン論,情 報

認 識論 実 験 ・演習1,H

情報構成論

各 種 デー タの 本 質 ・形 態 ・構 造 を

論 じ,さ らに これ らの デー タ を も

とに デー タベ ー ス を構 築 す るた め

の諸 種 の方 法 の理 論 及 び実験 を研

究 対 象 とす る分 野

デ ー タ構 造持 論,デ ー タベ ー ス持

論,文 献 デ ー タ構造 論,文 献 デ ー

タベ ー ス構 成 論,数 値 デ ー タベ ー

ス構 成 論,情 報構 成 論 実 験 ・演 習

1,皿
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専 門 分 野 授 業 科 目

情 報 と社 会 との関 係 に つ き,情 報 ・ 情報制度論1(比 較),情 報制 度

資料の生産,蓄 積,利 用機構の発 論n(歴 史),情 報 社 会論,情 報

情 報社 会

関 係 論

展 及びそれに係 る社会 ・行政制度,

環境,文 化等 の側面 を研究対象 と

す る分 野

環境設計論,組 織情報関係論,人

間情報関係論,情 報文化関係 論1

(歴 史),情 報文化関係論 皿(経

済),情 報社会関係論実験 ・演習

1,皿

情報の記録,伝 送 の方法の研究 に 記 録媒体論,媒 体材料論1(磁 性

情報媒体論
基 づ き,そ れ に用 い られ る媒体 と

その 材 料,変 換,利 用 等 に 関 す る

材 料),媒 体材料論 皿(有 機材料)

媒体変 換論,媒 体利用論,情 報媒

技術 を研究対象 とする分野 体 論 実験 ・演 習1,皿

図書館 資料,各 種情 報に関 し,選 選 択 収 集 論1(一 次 資 料),選 択

択 ・収 集,組 織 化,流 通 等 の観 点 収 集論H(二 次 資料),情 報組織

に立 つ シス テ ム化 の要 点 及 びそ こ 化 持 論1(分 類 ・目録),情 報 組

図 書 館 に援用 され る理論 ・技術 を研究対 織 化特論 皿(書 誌),情 報流通特

情報組織論 象 とす る分野 論,情 報 シ ステ ム持 論1(比 較),

情 報 シ ス テ ム持 論 皿(マ ー ケ テ ィ

ン グ),図 書 館情 報 組織 論 実験 ・

演 習1,皿

演算処理装置,各 種 情報 機器及び 計 算 機 シ ス テ ム持論,計 算 機 ネ ッ

その シ ス テ ム構 成,こ れ らの シス トワー ク持 論,数 値 演 算 論,情 報

情 報 機器

利 用 論

テムを複合 した計算機 ネ ットワー

クの構成 並びにそれ らの具体的利

用 の対象,方 法に関す る現状の問

機器利用論実験 ・演習1,皿

題点 と将来像 を研究対象 とす る分

野

情報の検 索要求 を充足 し得 る方 法 情報検索方法論,情 報検索持論1

を シ ス テム 的観 点 か らと らえる こ (一 次情 報),情 報検 索 持 論 皿

図 書 館

情報検索論

とを前提 とし,検 索に用い られ る

言語,具 体 的な対象に関す る検索

手法 及び検索 手法 とその結果 に対

(二 次情報),検 索言語特論,検

索評価論,図 書館情報検索論 実験 ・

演習1,皿

す る評 価方 法 を研究対象 とする分

野
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② 慶応義塾大学文学部図書館情報学科

図書館 ・情報学専門科目

A.学 部 課 程専 門 科 目

1.必 修 科 目

学 科 目 学 年 学 期 単 位

図 書 館 ・情 報 学 概 論 2 年 間 4

情 報 検 索 概 況 2 年 間 4

参 考 調 査 資 料 論 2 年 間 4

資 料 組 織 概 説 2 年 間 4

情 報 シ ス テ ム 概 説 2 年 間 4

情 報 処 理 技 術 概 説 3 年 間 2

図 書 館 ・情 報 学 研 究 会 3・4 年 間 2×2

図 書 館 ・情 報 学 実 習 3 3週 間 2

2.選 択 学 科 目

a.図 書 館 ・情 報 学 関係

学 科 目 学 年 学 期 単 位

情 報 学1～ 皿 3・4 半 期 各2

参 考 調 査 法1～ 皿 3・4 半 期 各2

情 報 検 索 法 3・4 半 期 2

資 料 論1～Vl 3・4 半 期 各2

資 料 選 択 論 3・4 半 期 2

資 料 組 織 論1～ 皿 3・4 半 期 各2

情 報システム管理1～M 3・4 半 期 各2

情 報 処 理 技 術1～Vl 34 半 期 各2

図 書 館 ・ 情 報 学 特 殊 3・4 半 期 各2

図 書 ・ 図 書 館 史 3・4 半 期 2

書 誌 学1～ 皿 3・4 半 期 各2

b.そ の他の選択学科 目(括 孤 内は単位数)

学 習指導に よ ・て跡 された他願 ・ 他学 部の科 目
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B.修 士 課 程 学 科 目(括 孤 内 は単 位 数)

情 報学 特 殊 講義(4)

情報 分 析 論1,皿(各2)

情 報 シ ス テ ム特 殊 講 義(4)

研究 調 査 法1,n(各2)

情報 メ デ ィア特 殊 講義 演 習(2)

情 報 検索 特 殊 講 義 皿,皿(各2)

情 報 処 理 機 械 論(4)

その 他 指 導 教授 が 指 示 した科 目

情報学特殊講義演習(2)

情 報分析論演習(2)

情 報 システム特殊 講義 演習1,

情報 メデ ィア特 殊講 義(4)

情報検索特殊講義(4)

情報 検索特殊 講義演習1,皿,

情報処理機械論演習(2)

C.博 士 課 程 学 科 目(括 孤 内 は単 位 数)

情 報 シス テ ム特 殊 研 究1(4)

情 報 シス テム特 殊 研 究 皿,皿1(各4)

情報 シ ス テ ム特 殊 研 究 演 習1,皿(各4)

情報 メ デ ィア特 殊 研 究1(4}

情 報 メ デ ィア 特 殊 研 究n,皿1(各2)

情 報 メ デ ィア特 殊 研 究1,皿 演 習(各4)

情 報処 理 特 殊 研 究1(4)

情 報 処理 特 殊 研 究 皿,皿(各2)

情 報処 理 特 殊 研 究1,n演 習(各4)

その 他 指 導 教授 が 指 示 し た科 目

il(各2)

皿(各2
.)

D.学 部 課程 専 門 科 目講義 要 綱

図 書 館 ・情 報学 概 論(4単 位)

情 報 の 生 成,伝 達,変 換,蓄 積,検 索 お よ び 資料 の 収 集,保 管,利 用 とい う一 連の 過 程

に か か わ る原 理 お よび 技術 を相 互 に 関 連 づ け なが ら検 討 し,さ らに各 種 の 資料 を専 門的

に 扱 う図 書 館情 報 セ ン ター の類 型 ・機能 な どにっ いて概 説 す る。

情 報 学1(2単 位)

情 報 学 研 究 にお い て 「情報 」お よ び その情 報 の 「送 り手 」 「受 け 手 」 「提 供 シ ステ ム 」

が どの よ うに 認識 され てい るか につ い て,最 近 の科 学哲 学 や科 学 認 識 論 の 成 果 をふ ま え

て考 察 す る。

情 報 学 皿(2単 位)

研 究 者 を中 心 と した情 報利 用行 動,お よび そ の調 査 方 法(利 用 調 査)を 考 察 す る。 ま た,

特 に イ ン フ ォー マル ・コ ミュニ ケ ー シ ョン,見 え ざ る大 学 に 焦点 をあ て る。

情 報 学 皿1(2単 位)

ビブ リオ メ ト リ ック ス(計 量 書 誌 学)の 基 礎 的 な 考 え方 と諸 手 法 を論 じ る。 ま た,方 法
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と して の 引 用分 析,内 容分 析 に つ い て述 べ る。

資 料 選 択 論(2単 位)

資料 選 択 の 目的 を論 じ,さ らに,資 料 の 生産 お よ び 流通 な どの 態 様 を考 察 しな が ら,図

書 資料 収 集 の機 能 にっ いて 種 々の 角度 か ら検 討 す る。

図 書 ・ 図 書 館 史(2単 位)

記 録 情 報 源 と して の広 義の 図 書 の 社 会 的 役割 お よ び図 書 の 保存,利 用 の た めの典 型 的 な

機 関 と して 発 達 した 図書 館 の 社 会 的機 能 を通 史的 に考 察 し,あ わせ て 現 代社 会 に お け る

情 報 セッ タ ー発達 の経 緯 に も言 及 す る。

情 報 シ ス テ ム 概 説(4単 位)

情 報 シ ス テ ムの概 念 ・機 能 を 明 らか に し,情 報 シ ス テ ムの 分 析 ・設 計 の概 要 を論 ず る。

情 報 を処 理 す るシ ス テ ムの 類型 と その機 能 を 比 較考 察 す る。

情 報 シ ス テ ム管 理1(2単 位)

情 報 シ ステ ム と しての 大 学 図書 館,情 報 セ ン ターの 基本 的 機能 に っ い て 考 察 し,そ の 管

理 上特 有 の 問 題 に つ い て論 ず る。

情報 シ ス テム管 理 皿(2単 位)

情 報 シ ステ ム として の専 門 図 書 館 お よ び専 門情 報 セ ンタ ーの 諸 型 お よ び 諸種 の サ ー ビス

に っ い て 解 明 し,管 理 上特 有 の 問 題 につ い て考 察 す る。

情 報 シ ス テ ム管理 田(2単 位)

全 国 的 情 報 シ ステム と しての 国 立 図書 館,地 域 的 情 報 シ ステ ム として の 公共 図 書 館 の 国

あ るいは 地 域社 会 に お け る役 割 と相 互 協力 の 問 題 を考 察 し,こ れ ら シス テ ムの 管 理 上特

有 の 問 題に つ い て 論 ず る。

情 報 シ ス テ ム管 理IV(2単 位)

メ デ ィア ・セ ンタ ー としての 学 校 図書 館 の意 義,目 的 を明 らか に し,各 種 資料 の特 質 に

触 れ,施 設,機 材,資 料 の管 理 お よ び諸 種 の サ ー ビスにつ いて 論 ず る。 見学,ク ラス討

議 を 多 く含 む。

情報 シ ス テ ム管 理V(2単 位)

各 種の 情 報 シ ステ ム 間 に お け る地 域 的,専 門 的 相 互 協力,連 絡調 整な どの 問 題 を検 討 し,

か っ,地 域 的,国 家 的,国 際 的 情 報 ネ ッ トワー クの 発 達 を解説 す る。

情報 シ ス テ ム管 理Vl(2単 位)

よ り高度 な情 報 を提 供 す る情 報 セ ンタ ー,お よ び情 報 分 析 セ ンタ ーにつ い て 講 述 す る。

参 考 調 査 資 料 論(4単 位)

参 考 調査 活 動 に 有 用 な書 誌 お よ び参 考 図 書 を中 心 に,記 録情 報 源 と して の 資 料 の特 性 を

解 説 し,そ の評 価 法 お よ び利 用 法 を 論ず る。

参 考 調 査 法1(2単 位)

人文 ・社 会学 分 野 の 書誌 的調 査 を中 心 に レ フ ァ レ ン ス,情 報 サ ー ビスの 方 法 を論 じ,質

問 ・回 答 の 演 習 を行 な う。
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参 考 調 査 法n(2単 位)

科 学 ・技 術分野の レファレンス,情 報サ ー ビスの方法 を論 じ,質 問 ・回答の演習 を行な

う。

資 料 論1(2単 位)

社 会科 学分野にお け る情報 要求 お よびそれに対応す る資料の特性 を説明 し,こ の分野の

うちか ら特 定のテーマを選 びその研究動 向 ・参考資料 を解説 し,情 報探索活動に重点 を

おい て資料 の利 用法 を論ず る。

資 料 論 皿(2単 位)

科 学技術諸分野の 資料,文 献の発 生,そ の特性,利 用な どを,文 献情 報探索活動 とい う

面に重点 を置 いて説明す る。

資 料 論 皿(2単 位)

人文科学分野にお ける情 報要求 お よびそれに対応 す る資料 の特 性 を説明 し,こ の分野の

うちか ら特 定 テーマを選び その研究動 向,参 考資料 を解説 し,情 報探 索活動 に重点 をお

いて 資料の利 用法 を論ず る。

資 料 論N(2単 位)

視聴覚 メデ ィアの特 質 を論 じ,視 聴覚資料やマイク ロ資料 の製作,収 集,整 理,保 管,

利 用等を考 察す る。 あわせて レプログラ フィーにっいて も言 及す る。

資 料 論V(2単 位)

児童の 発達 段階に 即 して,絵 本,伝 承 文学,創 作 文学,知 識 の本,参 考 図書 の各 ジャ ン

ルを含め,児 童図書 について網 羅的 に論ず る。

資 料.論Vl(2単 位)

科 学技 術の主要分野 にお け る代表 的研究 ・参考資料 を,文 献情報 の収 集,蓄 積,探 索 と

い う面に重点をお いて解説 す る。

資 料 組 織 概 説(4単 位)

情報要 求に基 づいて収集 した資料を組織 化す るに あた り適用すべ き標準 的な組織化の シ

ステムの基本理 念 を講述 す る。

資 料 組 織 論1(2単 位)

「資料組織概 説」に基づいて,資 料の書誌記 述,主 題分析 および 目録編 成の基本的技法

を演習す る。

資 料 組 織 論ll(2単 位)

特 殊な 条件 においての主題分析の諸問題 を理論 的に考察 す る。

資 料 組 織 論 皿(2単 位)

索引の基本手順,索 引作 業 と索引用語の あいだにみ られ るメ カニ ズムなどにつ いて説 明

し,索 引作成 を実習 す る。

情 報 検 索 概 説(2単 位)

記 録情報の蓄積 ・検索 ・提供にかか わ る各種の情報検索 理論 およ び情報検索 システムに
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つ いての基本 的事項 を解説す る。

情 報 検 索 法(2単 位)

「情報検索 概説 」の発展形態 として,情 報 検索 の基礎知識 を講述 し,と くに シ ステム特

性の設定方法 を紹介 する。

情 報 処 理 技 術概 説(2単 位)

システム設計の考 え方 と手順,お よび コンピ ュータをは じめ とす る情報処理 機 器につい

そ述べ,図 書館等 に対す る影響 にっ いて論 じ る。

情 報 処 理 技 術1(2単 位)

電子 計算機の原理 を概説 し,プ ログラ ミングの基本 的概 念を講述す るとともに,図 書 館

業務 な らび に情 報 検 索 の機 械 化 を 論 じ,世 界 の代 表 的 な 自動 処 理 シ ステ ムを 解説 す る。

情 報 処 理 技 術 皿(2単 位)'

各 種 の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン機器,お よ び そ の ソ フ トウ ェ ア技 術 を と りあ げ 図 書

館 ・情 報 学 へ の 応 用 につ い て 論 ず る。

情 報 処 理 技 術ln(2単 位)

デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムの 原 理 と利 用法 に つ い て,図 書 館 の 機械 化 と関 連 させ て 論 じ

る。

情 報 処 理 技 術N(2単 位)

医 療 に お け る例 を も とに,エ ク スパ ー トシス テ ム,人 工知 能 に っ いて 論 じ る。

図書 館 ・情報 学 特 殊(各2単 位)

(A)公 共 図書 館 計 画 論

公 共 図 書 館 の 業 務 計 画 立 案 に 必要 な知 識 と,立 案 手 法 に っ いて論 ず る。

(B)ビ ジ ネ ス ・イ ン フ ナメ ー シ ョ ン ・ア ナ リシ ス

企業 情 報 シ ステ ムに お い て行 われ る情 報 の分 析 ・評 価 ・総 合 等 の 情 報作 業 に必 要

な 諸手 法 に っ い て考 察 し,情 報 作 業 の 演 習 を行 う。

(C)図 書 館統 計

図 書 館 の 運 営 に 必 要 な 統 計 的 知識 を論 じ,演 習 形 式で 具 体 的 な処 理 を行 な う。

(E)ビ ジ ネ ス資 料 論

ビ ジ ネス ・ライ ブ ラ リー の観 点 か ら,ビ ジ ネ ス資料 の一 般 的現 状,主 要 な 資料 の

特 色 な どを観 察 し,演 習 をま じえて,利 用 上の 問題 な どに っ い て論 ず る。

(H)オ ン ラ イ ン情 報 検索

オ ン ライ ン情 報 検 索 に 必要 な索 弓十 抄 録 技 術,お よび シソ ー ラ スの概 念 と利 用方

法 に っ い て概 説 し,検 索 手 法 を演 習 す る。

(1)社 会 科学 情 報

社 会 科 学 分 野 の 情 報 要 求,情 報利 用行 動 の特 性 に っ いて 論 ず る。

(J)学 術 出版

学 術 出版 を中 心 に 文 献情 報 の生 産 と流 通 に つ い て論 ず る。
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(Xa)(Xb)医 学 情 報

保 健 ・医 学 ・医療 分 野 にお け る情 報 の 発 生 か ら利 用 ま での 流 れ を 主 と して記 録 情

報 を中心 に 検 討 し,保 健,医 学 図書 館 の機 能 を広 い範 囲 か ら探 究 す る。

(Y)医 療 情報 学

医療 情 報学 の一 般 的 基 礎 を述 べ,こ の 図書 館 との 関 連 にっ いて 論 ず る。

書 誌 学1(2単 位)

和漢 書 誌学 に つ い て,そ の特 性 と利 用法 を論 ず る。

書 誌 学 皿(2単 位)

西 洋書 誌 学 につ い て 論 じ る。

図 書 館 ・情報 学 研 究 会(2単 位)

下 記 の 研究 分野 よ りテ ーマ を選 ん で,そ の 調 査 研 究 方 法,情 報 資料 の 収 集,分 析,利 用

等 を解 明 しつつ,セ ミナ ー方 式 で討 議 を すす め る。 少 人数 の グル ー プに 分 けて,卒 業 論

文 作 成 の指 導 を行 う。

(A)学 術 情 報 シ ステ ム(B)公 共 図書 館

(C)ビ ジ ネ ス ・イ ンフ ォメ ー シ ョン(D)科 学 技 術情 報

(E)情 報 の 変 換 と蓄 積(F)情 報検 索 シ ス テ ム

E.修 士課程講義要綱

情 報 学 特 殊 講 義(4単 位)

情報の 発生,記 録,伝 達,処 理,利 用に関 し,情 報の表現形式,メ ッセ ージの 伝達,お

よび処 理方法にっ いて論議 す る。

情報学特殊講義演習(2単 位)

情報学 に適 用され る科学的研究方 法を検討 し,特 に論文 の作成 過程 を考 慮 しつ っ方法 論

にっ いて検討す る。

情 報 分 析 論1(2単 位)

言語学,論 理学 の立場か ら,言 語情報 に関 して,文 脈構 成,語 と概念,両 者の それ ぞれ

の 連合 およ び層化 形式,論 理形式,判 断形式な どを取 り上げ,意 味論は言語 と論理の両

者の立場 か ら論ず る。

情 報 分 析 論 皿(2単 位)

数 学 ・計量理論 の立場 か ら,情 報 内容お よび利 用にっ いての分析手法 を論講 ず る。

情 報 分 析 論 演 習(2単 位)

情報分 析論 の内容 を細分化 し,実 際に分析操作の演習 を行 う。

情報 シ ステム特殊講義(4単 位)

情報 システムをその構成 単位お よび機能 とい う面 か ら把握 し,シ ステムの オペ レーシ ョ

ン,デ ザインおよび マネー ジメ ン トに分けて論 じ,情 報 システムの分析 ・評価 の方 法を

研究 し,情 報 シス テム理論の応 用 を考察 す る。
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情 報 シ ステ ム特 殊 講 義1演 習(2単 位)

研 究の 立場 か ら,情 報 利 用特 性 に基 づ き,情 報 シ ステ ムの 構成 ・運 用 ・評 価 の 諸 方 法 に

っ き,ケ ー ス ス タ デ ィを中 心 に して論 ず る。

情 報 シ ス テム特 殊 講 義 皿演 習(2単 位)

シ ステ ムの 編 成 ・利 用 ・運 用 ・計 画 に 関連 し,利 用 要 求 の 分 析 法 お よび 調 査方 法 を検 討

す る。

調 査 研 究 法1(2単 位)

図書 館 、・情 報 学 の 領域 に お け る各 種 の 研究 お よ び調 査 の基 本 的 方 法,な らび に その よ う

な 過程 を経 て生 産 され た 情 報 の 探 索 法 に つ いて論 講 ず る。

調 査 研 究 法 皿(2単 位)

1と ほ ぼ同 様 な 事 項 を,社 会 科 学 と人文 科 学 に 関 して論 講 ず る。

情 報 メ デ ィア特 殊 講義(4単 位)

情 報 伝達 の 諸 メ デ ィア を解 説,検 討 す る こ とに よ り,情 報 の 流 れ,研 究 者等 の それ らに

対 す る利 用 特 性 な ど を解 明 す る。

情報 メ デ ィア特 殊 講 義 演 習(2単 位)

情 報 の 発生 か ら利 用 に い た る ま で,各 種 メ デ ィアに 収 録 され る過 程 を追 求 し,情 報利 用

とメ デ ィア との 関係 を ケ ー ス スタ デ ィを中心 に論 ず る。

情 報 検 索 特殊 講義1(4単 位)

情 報 源 お よび 情 報 の 種 類,シ ンボ ルの 種 類,シ ン ボル化 の 諸 方 法,内 容 分析,図 表 化,

体 系 化,索 引 用 語,形 式,数 量 的 問 題,計 算 機 の利 用 な どに つ い て論 講 ず る。

情 報検 索 特 殊 講 義 皿(2単 位)

情 報 検索 に お け る索 引 お よび 抄 録 作 成 の 理 論 を論 講 ず る。

情 報 検索 特 殊 講 義1皿(2単 位)

情 報 検 索 の 立場 か ら重 要 と思 わ れ る若 干 の コー ドを実 例 に と り,コ ー デ ィン グ変換 を 含

め て諸 操 作 な らび に そ の適 用 を論 ず る。

情 報 検索 特 殊 講 義 演 習1(2単 位)

体 系 的処 理 方 法 と して の 分 類 に 重 点 を置 き,分 類 の 諸 方 法 を 検 討 し,そ の適 用 を試 み る。

情報 検索 特 殊 講 義演 習ll(2単 位)

自然 語(naturallanguage)を 検索 の手 が か り と した場 合,意 味 お よび 概 念 との 関係 を

処 理 す る諸 方法 を検 討 し,各 種 検索 方 法 の適 用 を 試 み る。

情報 検 索 特 殊 講義 演 習 田(2単 位)

情 報 検 索 に お け る索 引 お よ び 抄 録 作 成 に関 し,具 体 的 に そ の適 用 を試 み る。

情 報 処 理 機 械 論(2単 位)

電 子計 算 機 シ ステ ムの 基 本 構 成 を述 べ,そ の プ ロ グ ラ ミン グの 初 歩か らプ ロ グ ラ ミン グ

シ ステ ム全 般 につ い て論 じ,ま た 情報 処 理 シス テ ムへ の 応 用 につ い て扱 う。

_42一



情報処理機械 論演習(2単 位)

「情報処理機械 論 」に基 づ き,情 報検索 シ ステムの基本操作 を演習す る。

F.博 士 課 程 講 義 要 綱

情報 シ ステ ム特 殊 研 究1(4)

情 報 シ ステ ム分 析,設 計 に 関 す る研 究 方 法 の 検討

情 報 シス テム特 殊 研 究 皿(2}

国際 的学 術情 報 シ ステ ム,ネ ッ トワ ー クの 分 析 ・設 計

情 報 シ ステ ム特 殊 研 究 皿(2)

情 報 シ ステ ムの 数 学 モ デル,コ ン ピ ュー タ ・シ ュ ミレー シ ョン等 の研 究

情報 シ ステ ム特 殊 研 究1,ll演 習(各4)

情 報 シ ステ ム,ネ ッ トワ ー クに 関 す る特 定 問 題 に 関 す る研 究指 導

情 報 メ デ ィア特 殊 研 究1(4)

学 術 情 報 伝達過 程 に お け る文 献 お よび その 他の 情 報 メデ ィアの 特 性 の 比 較 研 究

情 報 メ デ ィア特 殊 研 究ll(2}

出版 物 形 態 の情 報 メ デ ィア研 究

情 報 メ デ ィア特 殊 研究m(2)

学 術情 報の 伝達 に お け る数 値 デー タ の特 性研 究

情 報 メ デ ィア特 殊 研 究1,n演 習(各4)

特 定 主 題分 野 の 情 報 伝達 の 過 程 に お ける各 種 情 報 メ デ ィア の特 性 に 関 す る研 究指 導

情報 処 理 特殊 研究1(4)

情報 内容 の 濃 縮 化 と表 現 分 析の 両 面 か らみ た情 報 処 理 技 術 の 研 究

情 報処 理 特 殊 研 究ll(2}

情報 処 理 技 術の 史的展 開 に 関 す る研 究

情 報処 理 特 殊 研 究 田(2)

学 術情 報 オ ン ラ イ ン検 索 シ ス テ ムの 実 験 的研究

情 報処 理特 殊 研究1,皿 演 習(各4)

情 報 蓄 積 検 索 に 関 す る特 定 問題 の 研究 指 導

一43一



3.デ ータベース検 索技術者認定試験内容の概略

1級 2級

磯

、

通

信

関

係

①

電

算

機

、

端

末

a.電 算 機,端 末機等の種別 と機能 に関 す る一 般的

知識

b.端 末 機の ハー ド構 成に関す る一般的 知識

c.通 信 技術に関す る一般的知識 とその応 用能力 .

(例:回 線,伝 送速度,カ プラー,モ デム,な ど)

d.電 算 機 ネッ トワークおよび その構築 に関す る一

般知識 ・

a.技 術 用語 の知 識

b.コ ン ピュー タの システ ム構成 の概略に関す る知

識

c.端 末 機 とその機 能,利 用法 に関 する一般的知 識
・技 能

d.通 信 機 器に関する一般的知識 ・技能

e.各 種 マニ ュアルの読解 能力

②

ド技

ク術

メ関

ン係

テ

1

シ

ヨ

ン

a.専 門 領域 における分類法,索 引法 に関す る知 識

と応 用能 力

b.抄 録法 に関す る知識 と,抄 録 を情報 源 として利

用 しうる能力

c.フ ァイルの構成法に関する知識とファイル構成能力

d.探 索 法一般に関す る知 識 と探索法 の選択,評 価」

能力

e.フ ァイルの特性に応 じた検索技 法に関す る知識

とその応用能力

f.シ ソーラ ス作成の基本原 則に関する知識 とシソ
ーラスの種別 とその利 用能 力

a.一 般 的用語の知 識

b,情 報 管理 に関す る一般的知識

c.標 準 的な分類法に関 する知識 と応用能力

d.標 準 的 な索引法 に関す る知識 と応用能力

e.抄 録 法 に関す る知 識と抄録 の利用能力

f.シ ソ ーラスに関す る一般的知識 とその利用能力

③

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

関

係

a.デ 一夕ベー ス一般

(a)データ ベースの作成法な らび に流通 機構に関す

る知識

(b)利用 目的に応ず るデ ータベ ースの選択能 力

(c)個 々の データベ ースシステムの 区別に よる検索
・出力方式に関する知 識とその利用能力

㈹個 々のデー タベース システムに関 す る既存 の マ

ニ ュアルの解 説な らびにマニ ュアル作成能力

(e)DBMStceeす る知識 とその応用能 力

.b.個 々 のデータベース関 係

(a)個 々のデータベースのコマン ド言語 に 関す る知

識 と比較 ・選択能 力

(b)個 々のデータベー スの内容 に関す る知識 と検索

能力(特 定 の領域に限定 して よい)

¢)個々のデータベ ースの レコ ー ドの形式 とデ ータ

項 目および項 目の記録方式に関す る知 識 とその

応用能力

③個 々のデー タベースの出力形式に関 す る知識 と

その選択能力

(e)出力内容に対す る評価能力 と二次加 工 に関する

知識 と能力

a.デ ー タベ ー ス一般

(a)デ ータベースの一般 的現 状 に関す る知識

(b)デー タベースサー ビスの種類 と名称に関す る知

識

(c)各種 マニ ュアルの読解能力

(d)各種 検索 コマン ドに関す る知識

b.個 々 のデータベー ス関係

㈲基本 的な コマン ドとオペ レーシ ョンに関す る知

識 と応用能 力

(b)個々 のデ ータベースの特 性の理解

(c)個々 のデ ータベ ースの構 成に関する知識

(d)検索 式の作 り方に 関す る一般的 知識

(f)個 々 の データベースの利 用コス トに基 く経済的

評価に関する知識

a.INS等,ニ ュー メ デ ィ ア に 関 す る 知 識 な らび a.情 報 の伝達 ・流通 に関す る一般的知識

④ に関連す る個 々のシ ステムの評価 ・利用能力 b.情 報 の伝達 ・流通 システムに関す る一般的知識

情関 b.OA,LAに 関 す る一般的知 識 と目的 に応 じた c.情 報 の伝達 ・流通 に用い られ る機器 ・媒体 に関

報係 構成法の基本原則案の策定能力 する一般的知識
流 c.要 求 に応 じた流通チ ャネルお よび媒 体の選択能

通 力
d.流 通 コス トに関す る知識と判 断能 力

a.主 題 分析 に関する知識 とその応用能 力(特 定 の 個 々の分野(主 題領域)に おけるサーチエイ ド
r

⑤
主関

題係

主題領域に限定 してよい)

b.主 題 に関す る要求の分析能力

c.主 題 分析 と要求分析 を関連 させ うる能力

に関す る知識 と利 用 し うる能 力

知
d.主 題領域 におけ るサ ーチエ イ ドに関 する知識 と

識
その 選択 ・利用能力

出典:(社)情 報科学技術協会
「データベ ース検索技術者認定試験 」(昭 和61年 度)

試験の概要
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4.情 報処理技術者試験試験科 目の説明

U)情 報処 理 システム監査 技術者試験

1.情 報 処理 システ ムの構成及 び機能に関する知識

(1)ハ ・一 ドウ ェア

① アーキテ クチ ャに関す ること。

② 中央処 理装 置に関 する こと。

③ 外部 記憶装 置に関 する こと。

④ 入 出力装置 に関 す ること。

⑤ 通信 制御 装置 に関する こと。

(2)ソ フ トウ ェア

① オペ レーテ ィング システムに関す ること。

② フ ァイル編成に関 する こと。

③ ユーテ ィリテ ィに関す ること。

④.ア プ リケ ーシ ョンに関す ること。

⑤ プ ログラム言語の種類 及び特徴 に関す る こと。

⑥ 伝送 制御 手順 に関する こと。

(3)情 報 処理 システム

① システム処理 形態に関すること。

② シス テム構成 に関 する こと。

③ システム評 価に関 する こと。

2.情 報 処理システムの 企画,開 発及び運用に関す る知識

(D情 情 処理 システムの計画

① 長期,短 期計画の策定 に関する こと。

② シス テム計 画 の内容 に関す ること。

(2)調 査,分 析

① 現状分析 に関 すること。

② 要求分析及 び要 求定義 に関すること。

③ 影響分析 に関 す ること。

(3)開 発 の可能 性

① 開発資源 の見積 りに関す る こと。

② 開発体 制に 関す る こと。

③ 効果 の測定 に関 す ること。

(4)情 報 処 理 システムの設計

① シス テム設計 手順に関す ること。

② システム概 要及び詳細設計 に関すること。

③ 機能評価 に関す ること。

(5)プ ロ グラムの設計

① プログラム仕様 に関 す ること。

② プ ログラム手順及び技法 に関す る こと。

③ 支援 ツール に関 する こと。

(6)テ ス ト

① テス ト計画 及び テス トデータの作成に関す ること。

② テス トの方法及 び手順に関す る こと。

③ テ ス ト結果 の評価に関す ること。

(7)プ ロ ジ ェク トの管理

① プロジ ェク トの運 営管理 に関す ること。

(8)シ ス テムのオペ レー ション

① オペ レーシ 。ン手順及び体 制に関する こと。
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(9)入 力 データの作成

① 入力 データの作成 手順 に関す ること。

② 入力デ ータのチ ェック及 びエラー処理に関す るこ と。

aoデ ー タ及び プ ログラムの管理

① 取扱 い及 び受渡 し方法 に関す るこ と。

② 保管及 び廃 棄方法 に関す ること。

③ 変更,追 加,削 除の手順に関す ること。

⑪ ファシリテ ィの管理

① 入退管理の 方法に関す ること。

② フ ァシ リテ ィの保守及び監視 に関す ること。

⑫ 出力情報の管理

① 取扱い及 び引渡 しに関す ること。

② 出力情報 の保管,廃 棄及 び活 用に関す ること。

圓 外部委託

① 委託契約 の内容 に関す るこ と。

② 進捗 状況の管理 に関す るこ と。

04要 員 管理

① 要員計 画及び作業環境に関す るこ と。

② 技術習得及び 職業倫 理に関す ること。

⑮ 標準化 と ドキ ュメンテーシ ョン

① 標準化 の制度 と運用体 制に関するこ と。

② ドキ ュメ ン トの種類 及び記述 方法に関 すること。

3.情 報処理シ ステム の監査に関す る能力

(1)監 査計画 の立案

① 目標 設定 に関す ること。

② 計画の妥当性に関す る こと。

(2)'監 査の実施

① 監査対象の現状分析に関す ること。

② 監査方法の知 識及 び適 用に 関す るこ と。

③ 監査内容及び 内部統制の評価 に関す ること。

(3}監 査 結果 の とりま とめ

① 総合評価に関する こと。

② 指摘事項 の的 確性に関す る こと。

③ 改善勧告 の妥当性に関 する こと。

4.関 連 知識

(1}シ ステム監査基 準

① 一般基 準に関 する こと。

② 実施基準 に関する こと。

③ 報告基準 に関す るこ と。

(2)コ ンピ ュータセキ ュリテ ィ

① コンピ ュータセキ ュリテ ィ対策の方法 に関す る こと。

② リス ク分析 の方法 に関す ること。

③ データ保 護に関す ること。

(3)人 事 ・組織管理

① 人事 ・組織管理 の一般 的知 識に関 するこ と。

② 職務分 析に関する こと。

③ 人事 考課 に関す ること。

④ 教育 ・訓練に関す る こと。

⑤ 人間 関係に関 する こと。

(4)経 営管理,財 務管理

① 経営管理及 び財務管理 の一般的知識に関す ること。
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② 財務分析 に関 す ること。

③ 原価計算 に関す ること。

(5)関 連法規

① 監 査関連法 規に関す るこ と。

② 労働 関連法 規 に関する こと。

③ セキ ュリテ ィ関 連法 規に 関す る こと。

(6)他 監査 との連携 ・調整

① 公 認会計 士監査 に関す る こと。

② 監査役監査に関す るこ と。
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(2)特 種情報処理技術者試験

1.ハ ー ドウ ェアの知 識

① アーキテクチ ャに関す るこ と。

命令,割 込み,仮 想記憶,記 憶保護,特 権 モー ド,入 出力 方式,記 憶 階層 な ζ。

② 中央 処理装置に関す る こと。

バッフ ァ記憶装 置(キ ャッシ ュ)を 含む各種高速化手法,多 重プ ロセ ッサな ど。

③ 外部記憶装置に関する こと。

フ レキ シブル ディスク(フ ロ ッピ)を 含 む磁気 デ ィスク装 置,磁 気 テープ装 置,光 デ ィスク装置な どの特

徴,物 理的構成(シ リンダ,ト ラ ック,セ クタな ど),容 量,性 能な ど。

④ 入出力装置 に関する こと。

カー ド読取 り装置,せ ん孔 テー プ読 取 り装置,プ リンタ,プ ロッタ,ス キ ャナ,OCR,OMR,マ ウ ス,タ

ブレット,音 声入出力装 置な どの入 出力装置 の特徴な ど。ワー ドプ ロセ ッサ,デ ータエ ン トリシステ ムな ど

のオフ ライン入 出力機器 と端 末装 置 も含 む。

⑤ 通信制御装置 に関す ること。

伝送路,伝 送方式,通 信用 機器な ど。

⑥ その他

計算 機の基本 構成,計 算機の種類,構 成素 子,情 報の表現方法,誤 り対策,高 信頼 度化技 術,エ ミュレー

シ ョンな ど。

2.ソ フ トウ ェア の知識

(1)ソ フ トウ ェア

① オペ レーテ ィングシステム(制 御 プ ログラム)に 関す ること。

オペ レー テ ィングシステムの構 成,目 的,機 能,役 割,歴 史な ど。

② プログラム言語に関す る こと。

問題向 き言語,新 言語 な どの言語の特徴,歴 史,動 向,用 語 な ど。

③ フ ァイル編成に関す ること。

フ ァイルの定義,編 成,ア ク セス方法に関 する考 え方 と応用な ど。

④ ユー テ ィリテ ィに関す る・こ と。

各 種ユーテ ィリテ ィプ ログラム の使用 目的,使 用 方法,用 語な ど。

⑤ アプ リケーシ ョンに関す る こと。

各 種 アプ リケーシ ョンプ ロ グラムの使用 目的,使 用 方法,用 語な ど。

⑥ システム設計 に関す ること。

システム分析,フ ァイル設計,プ ロセ ス設計 な ど。

⑦ デ ータ構成,デ ータ様式に関 す ること。.

効 率的な フ ァイル設計 やデータ構 成及び データベー スな ど。

⑧ プロ グラムの構成 に関す るこ と。

プロ グラムのモ ジ ュール化,モ ジ ュー ル結 合に関す る考 え方 な ど。

⑨ プログラム技法 に関 するこ と。

プ ログラムを作るための効果 的な手法 や管理技術 な ど。

⑩ プログ ラム テス トに関す る こと。

デバ ッグ,テ ス ト,品 質評価 に関す る手法,考 え方な ど。

⑪ 伝送 制御手1頂に関する こと。

伝送 制御手順(HDLC手 順,基 本形 データ伝送制御 手順 など),プ ロ トコル,伝 送速度,誤 り制御 な ど。

⑫ その他

ソフ トウ ェアの保守,品 質 管理,工 程 管理,ド キ ュメン ト化 な ど。

(2)情 報 処理 システム

① システム処理形態 に関する こ と。

オ ンライン処 理,バ ッチ処理 の費用 と効果の 比較など。
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② システム構成 に関す る こと。

ネ ットワークシステム,デ ータベースシステム,エ ン ドユーザ利用 環境な どを前提 とするシステム構成 上

の留 意点な ど。

③ システム の評価に 関す るこ と。

システム及 び システム構成要素 に関 する処理能力,信 頼性などの システム設計上の留 意点な ど。

④ その他

応用 システム,機 密保 護,障 害対策,シ ステ ム正当性.回 線の利用 及び制度な ど。

3.情 報処理 システム 設計 能力

(1)情 報処理 システムの計 画 ・統 制

① 長期計画策定 に関 す ること。

シス テム化 の課題 整理 と把 握,業 務 プロセスの把握,シ ステム化 効果の予測,計 画 遂行 のための管 理`統

制方式 など。

② 短期 計画策定 に関する こと。

個別 ニーズの分析 ・整理,計 画の整 合性検 証,開 発費用見積 り,プ ロジェク トの採択な ど。

(2)プ ロ ジ ェク トの管理

① プロジェク トの計画に関 するこ と。

開発方法 ・技法の選択,開 発体 制の決定,開 発資源の 見積 り,ス ケ ジ ュー リングな ど。

② プロ ジェク トの進捗 の評 価 と管 理に関 す るこ と。

作業 指示 と承 認,進 捗 の評 価,品 質の評価 と管理,予 算 管理,要 員 管理,異 常 と遅 延の対策 な ど。

(3)個 別 システムの設計 と開発

① システム分析 に関す るこ と。

現 シ ステムの把握,要 求 分析,シ ステ ム案の作成 と可能性の検 討 な ど。

② システムの設計に関す ること。

業務処理 の設計,マ ンマシンインタフ ェースの設計,入 出力 の設計,デ ータ及び フ ァイルの設計,計 算 機

処理設計,シ ステム運用 の設計,処 理能 力の見積 りと評価,テ ス ト ・移行計画な ど。

③ プログラムの設 計 と開 発に関す ること。

設計技法の評 価,構 造化設計技法,テ ス ト技法 とテ ス ト実施 方式,テ ス トデ ータ など。

④ テス トと移行に 関す る こと。

テス ト方法 と手順,テ ス ト結果 の評価 と変更 ・調整,移 行方 式 と手順,シ ステム稼働判断,シ ステム評価

な ど。

(4)共 有 資源の開発 と管理

① デ ータベー スの設計,開 発及 び管理に関す ること。

デー タの分析 と設計技法,デ ータ管理技法,デ ータベース管理技法 ・体 制 ,DBMSの 選択 と評価な ど。

② 基本 ソフ トウ ェアの導入 と管理 に関す ること。

OSの 選択,開 発 支援 ツール の選択 と適用,ソ フ トウ ェア構成 の管理 など。

③ ハー ドウ ェアの導 入 と管 理に関す ること。

中央系 の設計,分 散系 の設計,信 頼 性の見積 りと評価,機 器構成 の管理,処 理能力 の評 価 と管 理な ど。

④ ネ ッ トワークの導 入 と管理 に関する こと。

ネッ トワークの 設計,回 線網 の設計 と選択,ネ ットワー クの運用 。

㈲ システムの運用

① システ ムの オペ レーシ 。ンに関 すること。

オペレー シ ョン手順の設 計,オ ペ レーシ ョン基 準,障 害 対策 と回復 。

② オペ レー シ ョン管理に関 する こと。

計算 機室(フ ァシ リテ ィ)の 管理,シ ステム運用管 理システム,安 全管 理,災 害対策な ど。

③ システム保守管 理 に関す る こと。

システム保守 基準,変 更評 価と制御,保 守 の承 認。

④ 標 準化に関する こと。

標準化 の目的 と範 囲,標 準化の限界 と問題点な ど。

⑤ 要員管理に関す る こと。

要員の技能 ・職能,能 力 開発,キ ャリアバス,長 期要員計画
,ロ ーテー シ ョンな ど。
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4.関 連 知識

(1)情 報 処理一般

① 歴史 に関 する こと。

代表 的な人名,計 算機 の名称,プ ログラム言語,記 憶素子,論 理素子,応 用分 野な ど。

② 標準化 に関する こと。

JIS,ISO,CCITTの 標 準化な ど。

③ 法制度に関す ること。

情報処 理に関す る法律,ソ フ トウェア保護な ど。

④ 安全対策 に関す ること。

暗証 番号(パ スワー ド),電 子 ロックな ど。

⑤ 用語 に関する こと。

JIS用 語,情 報 処理関連用語な ど。

⑥ その他

プラ イバシ保護,ソ フ トウ ェア流通,要 員 問題,情 報処理教 育 など。

(2)シ ステムの運用管理

① 計算 機室 の管 理に関す る こと。.

シ ステム運用設計,オ ペ レーシ ョン手順の設計,障 害 対策 手順の設計,オ ペ レー シ ョン部 門の運用 と管理

な ど。

② ⊇ンピ ュ一夕セキ ュリテ ィに関す るこ と。

防犯 ・防災設備の管理,情 報の機密保護対策,シ ス テムの信頼 性対策 など。

③ 要員管理に関す ること。

④ 外注 管理 に関す るこ と。

⑤ システム監査 に関す る こと。

監査体 制,監 査 の実施,監 査措置な ど。

(3)商 業

① 商業 ・経済 に関す ること。

経済 知識(経 済用語 な どを含む),企 業 活動(経 営計画な どを含む)に 関する知 識な ど。

② 簿記会計に関す ること。

簿記(複 式簿記)の 基本原理及び用語の理解,商 品売 買業に おける取引の記 録 ・計 算 ・整理す る能力,工

業簿記,財 務諸表及びその分析,監 査の 概念 と手順,企 業会計原 則な ど。

③ 計算事務 に関す ること。

売買 ・金利の計算方法,原 価 と販売価格,各 種費用 の計算な ど。

④ マーケテ ィングに関す るこ と。

市場 の現状 と動 向及 び マーケテ ィングの考 え方,マ ーケテ ィング調査 ・マーチ ャンダイジ ング ・プ ロモー

シ ョンの意義 ・用語 ・考 え方,販 売価格 の決 定な ど。

⑤ 商品流通 ・物的流通に関す ること。

流通 に関す る歴史 ・用語 ・考え方,商 品の取引流通 ・流通経 路の意義 ・用語 ・考 え方な ど。

⑥ 事務管理 に関 する こと。

事務管理組 織,事 務 分析,事 務量算定,文 書 制度,フ ァイ リング,事 務の集中 ・分散,事 務の機械化な ど。

⑦ 税務会 計に関す ること。

税 の概念,法 人税な ど。

⑧ 経営 数学 に関する こと。

需要予測,標 本調査の母集団 と標 本な ど。

⑨ 経営 情報 システムに関 すること。

企 業情報(財 務 ・人事 な ど)シ ステム,意 思決定 支援 システムな ど。

⑩ 管理会計 ・経 営分析 に関す ること。

管 理会計の概 念源 価鯉 財鵬 翼,利 益管 理,予 算㈱ ・損益分岐 点分析,経 営 分析の概念・経営諸

比率 と各 種分 析な ど。

(4)工 業

① 設計 ・製図に関す るこ と。

設計 ・製図 の基本的事項,、公差,機 能設計 と生産設計,設 計の経済性,図 面の管理な ど。
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② 研究開発 に関 するこ と。

研究開発 プ ロジ ェク トの進 め方,新 製品計画の あ り方 な ど。

③ 生 産計画 と管理 に関す ること。

生 産方 式,生 産計画等の特徴 ・用語 な ど。

④ 生産技 術に関す ること。

材料 の種類 と特徴,機 械 の要 素と装 置,電 気回路 な ど。

⑤ 製造に関す ること。

設備配置,プ ラン トエ ンジニア リング,要 員計 画な ど。

⑥ 資材計 画と管理 に関す るこ と。

資材の種類,購 買,外 注,在 庫,倉 庫,運 搬な ど。

⑦ 品質 と検査 に関 す ること。

用語 と手法 な ど。

⑧ 原価計算 と管 理に関す ること。

原 価計算 に関す る基本的な原理及び用語な ど。

⑨ 計測 と制御 に関す ること。

計測の基礎,制 御の 種類 とその 内容 など。

⑩ 自動化技術 に関 す るこ と。

自動化技術の基 本 的用語,代 表的方法な ど。

⑪ 管理技術に関す るこ と。

IEの 基 本的手法,考 え方な ど。

⑫ システムに 関す ること。

システムの基本概念,分 析,設 計,モ デル化 とシ ミュレー シ ョンなど。

⑬ORに 関 す ること。

代表的手 法,解 法 など。

㈲ 数 学

① 数 ・式 に関す るこ と。

整数,実 数,複 素数,多 項式,三 角関数,指 数関 数,対 数関数な ど。

② 方程式 ・不等 式 に関す るこ と。

二次方程 式,連 立一 次方程式,二 次不等式な ど。

③ 数列 ・極限に関す る こと。

数列の任意項,極 限な ど。

④ 微分 ・積分に 関する こと。

微分 ・積分に 関す る公 式 を用いた計算な ど。

⑤ 確率 ・統 計に 関す るこ と。

順列,組 合せ,確 率 ・条件 付確率,初 等統計,母 集団 と標本な ど。

⑥ ベ ク トル ・行列 に関 する こと。

ベク トル ・行 列の演算 な ど。

⑦ 図形 に関 す ること。

平 面図形,座 標系,直 線 ・円の方程 式な ど。

⑧ 集合 ・論理 に関す るこ と。

集合の概 念,論 理演算な ど。

⑨ 誤差 に関す るこ と。

絶対誤 差,相 対誤差,浮 動小数点演算の誤差な ど。

⑩ 数値計算 に関 するこ と。

非線型 方程式,差 分 と補間,数 値積分,常 微分 方程 式,関 数近似,最 小二乗法,偏 微分方程式,最 適化,

直 交変換,計 算の手間な ど。

⑪ その他

グラ フ,ネ ッ トワーク理 論,数 理計 画法 な ど。

(6)英 語

大学 卒業程 度 の語彙 力 ・読解力 を有 し,情 報処理に関 する文献が理解 で きる程 度の能 力。
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(3)第1種 情報 処理 技術者試験

1.ハ ー ドウ ェアの 知識

① アーキテクチ ャに関す ること。

命令,プ ログラムに見 える レジスタ,割 込み,ア ドレス修飾,サ ブルーチ ンリンケー ジ,ス タック,仮 想

記憶,記 憶保 護,特 権モー ド,入 出力方式,記 憶階層 など。

② 中央処理装 置に関するこ と。

バッフ ァ記憶装 置(キ ャッシュ)を 含む各 種高速 化手法,多 重プロセ ッサな ど。

③ 外部記憶装置 に関す ること。

フレキシブル デ ィスク(フ ロッ ピ)を 含 む磁気 デ ィスク装置,磁 気 テープ装 置,光 デ ィスク装置な どの特

徴,物 理的構成(シ リンダ,ト ラ ック,セ クタな ど),容 量,性 能など。

④ 入出力装置 に関す ること。

カー ド読取 り装置,せ ん孔 テ ープ読取 り装 置,プ リンタ,プ ロッタ,ス キ ャナ,OCR,OMR,マ ウ ス,

タ ブ レッ ト,音 声入 出力装置な どの入出力装置 の特徴な ど。 ワー ドプ ロセ ッサ,デ ータエ ン トリシステムな

どのオフ ライン入出力機器 と端末装置 も含む。,

⑤ 通信 制御装 置に関 する こと。

伝送 路,伝 送 方式,通 信用機器 など。

⑥ その他

計算 機の基 本構成,計 算機 の種類,構 成素子,情 報 の表現方法,誤 り対策,高 信頼 度化技術,エ ミュレー

シ ョンな ど。

2.ソ フ トウ ェアの知識

(1)ソ フ トウェア

① オペ レー ティング システム(制 御 プログラム)に 関 すること。

オペ レー テ ィングシステムの構 成,目 的,機 能,役 割,歴 史な ど。

② プログラム言 語に関す ること。

アセ ンブラ,コ ンパイ ラ,イ ンタプ リタ,ジ ェネ レータ,問 題 向き言語 の特 徴,歴 史,用 語な ど。

③ フ ァイル編成に関する こと。

フ ァイルの定義,編 成,'ア クセス方法 に関す る考 え方 と応用及 び各 装置の容量 計算,デ ー タ転 送速 度な ど。

④ ユー テ ィリテ ィに関す ること。

各種 ユーテ ィリテ ィプログラムの使用 目的,使 用 方法,用 語な ど。

⑤ アプ リケーシ ョンに関 する こと。

各種 アプ リケー ションプログラムの使 用 目的,使 用方法,用 語 な ど。

⑥ アル ゴ リズム(算 法)に 関す ること。

一般 によ く使用 され るアルゴ リズム とそ・の応用 な ど。

⑦ データ構成,デ ータ様式に関 する こと。

効率的な フ ァイルの設計 やデータ構成及 びデ ータベースな ど。

⑧ プ ログラム の構成に関す るこ と。

プログ ラムのモジ ュール構成,モ ジュール結 合に関す る考 え方 や用語 な ど。

⑨ プログ ラム技法 に関 する こと。

プ ログラムを設計 ・製造す るための効果 的な手法 の考 え方や実施方法な ど。

⑩ プ ロ グラムテ ス トに関 するこ と。

デバ ッグ,テ ス トに関す る具体的な手法,考 え方な ど。

⑪ 伝送制御 手順に 関す ること。

伝送 制御手順(HDLC手 順,基 本形データ伝送 制御手順など),プ ロ トコル,伝 送速度,誤 り制御な ど。

⑫ その他

デー タコ ミュニケーシ ョン,ソ フ トウェアの保守,品 質管 理,工 程管 理な ど。
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(2)情 報 処理 システム

① システム処理形態 に関す ること。

オ ンライン処理,パ ッチ処理 の特 性 と応用形 態な ど。

② システム構 成に関す る こと。

ネ ッ トワー クシステム,デ ータ システムな ど。

③ システムの性能評価に 関する こと。

機能 と処理 能力 との トレー ドオ フ,評 価指標,信 頼性評価な ど。

④ そ の他

応用 シ ステム,機 密保護,障 害 対策,回 線 の利用及 び制度な ど。

3.プ ロ グラムの 設計能力

(1)入 出 力の設計

① 入出力 デ ータの 様式 の設計に関 する こと。

ファイルの項 目,レ コー ド,ブ ロック設計,帳 票,画 面設計な ど。

② ファイルの設計 に関す る こと。

効率 的な フ ァイルの編成 とアクセス方法 の設計 など。

③ コー ド設計 に関すること。

利用 目的 に応 じたコー ド設計及び処理な ど。

(2)処 理(プ ロセ ス)の 設計

① プログラム技法 に関す るこ と。

事務計 算,技 術計算 に現 れる代表的 なプロ グラ ム技法な ど。

② 業務処理 の設計 に関 す ること。

業務処理 要件 を満 たすプ ロセスの設計 な ど。

③ アルゴ リズム(算 法)設 計 に関す るこ と。

与 え られ た機能 を満たす効率的な アル ゴ リズムの評価 ・改善な ど。

④ プ ログラム構造の設計に関 す るこ と。

モ ジュール構成,モ ジュール結 合,構 造化 プログラム,テ ーブルを利用 したプ ログ ラム 技法な ど。

⑤ データ構造 の設計 に関す ること。

(3)プ ロ グラムのテ ス ト ・検査 の設計

① テス トデータの 作 り方

論理パ スのテス ト,結 果 の検 証な ど。

② テス トの方法 。

テス ト手順の工夫,テ ス ト結果の分析,科 学的手法の適用 な ど。

4.プ ロ グラムの 作成 能力

(1)プ ログ ラム言語

①

②

③

④

JISFORTRAN(上 位 水 準)に 関 す る こ と 。

JISCOBOL(最 高 水 準)に 関 す る こ と 。

PL/1に 関 す る こ と。

アセ ン ブ ラ に 関 す る こ と 。

CAP-X(ハ ー ド ウ ェア はCOMP-X)。 昭 和62年4月 よ りCASL(ハ ー ド ウ ェ ア はCOMET)と な る 。

(2}プ ロ グラム技法

① プログラム一般 に関す ること。

条件判 定 と分岐,繰 返 し(ル ープ)の 制御,副 プログラム(サ ブル ーチン,関 数,再 帰 呼 出し),入 出力

処理,配 列,構 造体,リ ス ト処理,プ ログ ラムの追跡,プ ログラムの誤 りの修 正,文 字列処理,ピ ッ ト処理,

パ リテ ィ,曜 日,時 間,数 値の基数変換(2進,10進,16進 間 の相互の 変換),グ ラ フの描画な ど。

② 事務計算に関す ること。

集計(コ ン トロール レベ ルごとの集計 を含 む),最 大 値 ・最小値,整 列(交 換 法,挿 入法,ヒ ープ法,ク

ィ ック法な ど),併 合,表 引 き(テ ーブルサ ーチ),突 き合わせ,フ ァイル更新,デ ータチ ェックな ど。

③ 技術計 算に関す るこ と。

平均,標 準偏差,相 関係数,素 数,素 因数分 解,最 大公約数,計 算誤差,方 程式 の数値解 法(二 分法,ニ

ュー トン法,掃 き出 し法 な ど),数 値 積分(台 形則,シ ンプソン則),行 列演算,行 列式な ど。
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5.関 連 知識

(1)情 報処理 一般

① 歴史に関 すること。

代表的な人名,計 算機 の名称,プ ロ グラム言語,記 憶素子,論 理 素子,応 用分野な ど。

② 標準化に関す ること。

JIS,ISO,CCITTの 標 準化な ど。

③ 法制度に関 す ること。

情報処理 に関 す る法律,ソ フ トウェア保護な ど。

④ 安全対策 に関する こと。

暗証番号(パ スワー ド),電 気 ロックな ど。

⑤ 用語 に関す ること。

JIS用 語,情 報処 理関連用語 など。

⑥ その他

プライバシ保護,ソ フ トウ ェア流通,要 員問題,情 報処 理教育な ど。

(2)商 業

① 商業 ・経 済に関する こと。

経済知識(経 済用語 な どを含む),企 業 活動(経 営計 画な どを含む)に 関する知 識な ど。

② 簿記 会計に 関す ること。

簿記(複 式簿記)の 基本原理 及 び用 語 の理解,商 品売 買業 にお ける取 引の記録 ・計算 ・整 理する能力,工

業簿記,財 務諸表及びその分 析,監 査の概念 と手続 き,企 業会計 原則 な ど。

③ 計算事務に関す るこ と。

売 買 ・金利 の計 算方法,原 価 と販売価 格,各 種費用 の計算な ど。

④ マーケテ ィングに関す ること。

市場の現状 と動 向及 びマーケテ ィングの考 え方,マ ーケ テ ィング調査 ・マーチ ャンダイジング ・プ ロモー

シ ョンの意義 ・用 語 ・考 え方,販 売 価格 の決定 な ど。

⑤ 商品流通 ・物的 流通 に関す る こと。

流通 に関す る歴史 ・用語 ・考 え方,商 品 の取引流通 ・流通経路 の意義 ・用語 ・考え方 な ど。

⑥ 事務管 理に関す る こと。

事務管理組織,事 務分析,〉事務量算定,文 書制度,フ ァイリング,事 務の 集中 ・分散,事 務の 機械化な ど。

⑦ 税務会計 に関す ること。

税の概念,法 人税な ど。

⑧ 経営数学に関す ること。

需要予 測,標 本 調査の母集団 と標本な ど。

⑨ 経営 情報 システ ムに関す ること。

企業情報(財 務 ・人事な ど)シ ステム,意 思決定支援 システムな ど。

⑩ 管理会計,経 営分 析に 関す る こと。

管理会計 の概念,原 価管理,財 務管理,利 益管 理,予 算統 制,損 益 分岐点分 析,経 営分析 の概念,経 営諸

比率 と各種分 析な ど。

(3)工 業

① 設 計 ・製図に関 するこ と。

設計 ・製図の基 本的事 項,公 差,機 能 設計 と生産設計な ど。

② 研究 開発に関するこ と。

研究開発 プロジ ェク トの進め方,新 製品計 画のあ り方な ど。

③ 生産計画 と管理 に関す る こと。

生産方式,生 産計画 等の特徴 ・用語な ど。

④ 生産技術 に関す るて と。

材料の種類 と特徴,機 械の要素 と装置,電 気回路 な ど。

⑤ 製造に関する こと。

設備配置,プ ラン トエン ジニア リン グ,要 員計画 な ど。

⑥ 資材計画 と管理 に関す る こと。

資材 の種類,購 買,外 注,在 庫,倉 庫,運 搬 など。
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⑦ 品質 と検査 に関 す ること。

用語 と手法な ど。

⑧ 原価計算 と管理 に関す ること。

原価計算 に関す る基 本的 な原 理及 び用 語な ど。

⑨ 計測 と制御に関 する こと。

計測の基 礎,制 御の種類 とその内容 な ど。

⑩ 自動化 技術 に関す ること。

自動化 技術 の基本的 用語,代 表的 方法な ど。

⑪ 管理技術に 関す ること。

IEの 基 本的手法,考 え方 な ど。

⑫ システムに 関す る こと。

システムの基本概念,分 析,設 計,モ デル化 とシ ミュレーシ ョンな ど。

⑬ORに 関 する こと。

代表的 手法,解 法な ど。

(4)数 学

① 数 ・式に関す ること。

整数,実 数,複 素 数,多 項式,三 角関数,指 数関数,対 数関数な ど。

② 方 程式 ・不等 式に関す る こと。

二次方程式,連 立一次 方程式,二 次不等 式な ど。

③ 数列 ・極限 に関す るこ と。

数列の任意項,極 限な ど。

④ 微分 ・積分に関す ること。

微分 ・積分 に関す る公式 を用 い た計算な ど。

⑤ 確率 ・統計に関す ること。

順列 ・組 合せ,確 率 ・条件 付確率,初 等統計,母 集団 と標本 な ど。

⑥ ベク トル ・行 列に関す る こと。

ベク トル ・行 列の演算 な ど。

⑦ 図形 に関す ること。

平面 図形,座 標系,直 線 ・円の方程式な ど。

⑧ 集合 ・論理に 関す るこ と。

集合の概 念,論 理演算 な ど。

⑨ 誤差に関 す ること。

絶対 誤差,相 対誤差,浮 動小数点演 算の誤差 な ど。

⑩ 数値計算 に関 する こと。

非線型 方程式,差 分 と補間,数 値積分,常 微分方程式,関 数近 似,最 小二乗法,偏 微 分方程式,最 適 化,

直 交変換,計 算の手間な ど。

⑪ その他

グラフ,ネ ッ トワーク理論,数 理計 画法 な ど。

㈲ 英 語

大 学卒業程 度の語 彙力 ・読解力 を有 し,情 報処理 に関す る文献が理解 できる程度の能力。
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(4)第2種 情報処理 技術者試験

1.ハ ー ドウェアの 基礎知識

① アーキテ クチ ャに関す ること。

命令,プ ログラムに見 えるレジスタ,割 込み,ア ドレス修飾,サ ブル ーチ ンリンケー ジ,ス タック,仮 想

記憶,記 憶 保護,特 権モ ー ド,入 出力方式,記 憶階層 な ど。

② 中央処理装 置に関す るこ と。

バ ッフ ァ記憶 装置(キ ャッシュ),多 重 プ ロセッサな ど。

③ 外 部記憶装 置に関する こと。

フレキシブルデ ィス ク(フ ロ ッピ)を 含 む磁気 デ ィス ク装置,磁 気 テープ装 置,光 デ ィスク装 置な どの特

徴,物 理的構成(シ リンダ,ト ラ ック,セ ク タな ど),容 量,性 能な ど。

④ 入出力装置に関す ること。

カ ー ド読取 り装置,せ ん孔 テープ読 取 り装置,プ リンタ,プ ロッタ,ス キ ャナ,OCR,OMR,マ ウ ス,

タ ブレッ ト,音 声入出力装置 などの入 出力装置 の特 徴な ど。 ワー ドプ ロセ ッサ,デ ータエ ン トリシステムな

どのオ フライン入出力機器 と端 末装 置 も含む。'

⑤ 通信 制御装置 に関する こと。

伝送路,伝 送方式,通 信用 機器 な と。

⑥ その他

デ ィジタル とアナログ,計 算 機の基 本構成,計 算機の種類,構 成素 子,論 理演算,情 報 の表現方法,誤 り

対策,エ ミュレーシ ョンなど。

2.ソ フ トウェアの基礎知 識

(1)ソ フ トウ ェア

① オペ レーテ ィング システム(制 御 プ ログラム)に 関す ること。

オペ レーテ ィングシステムの 目的,機 能,役 割,歴 史な ど。

② プログ ラム言語 に関す ること。

アセ ンブラ,コ ンパ イラ,イ ンタ プ リタ,ジ ェネ レータな どの言語の 特徴,歴 史,用 語 な ど。

③ フ ァイル編 成に関す るζ と。

フ ァイルの定 義,編 成,ア クセ ス方法 に関す る基本的考 え方及 び各装置 の容量計算,デ ータ転送速度な ど。

④ ユーテ ィリテ ィに関す ること。

各 種ユーテ ィリテ ィプ ログ ラムの使用目的,使 用 方法,用 語な ど。

⑤ アプ リケーシ ョンに関する こと。

各種アプ リケーシ ョンプ ログラムの使用 目的,使 用方法,用 語な ど。

⑥ アル ゴ リズム(算 法)に 関す るこ と。

表引 き(テ ーブルサーチ),突 き合 わせ,整 列(分 類)な ど一般 によ く使 用 され るアル ゴリズム及 びその

図式化な ど。

⑦ データ構成,デ ータ様 式に関 するこ と。

フ ァイルの項 目,レ コー ド,ブ ロック,コ ー ド設計,帳 票設計な ど。

⑧ プログラムの構成に関する こと。

プログラムのモジ ュール構成,モ ジ ュール結 合に関す る用語 など。

⑨ プログラム技法に関す る こと。

プロ グラムを作るための効果的 な手法 な ど。

⑩ プ ログラム テス トに関す ること。

デバ ッグ,テ ス トに関す る手法,考 え方な ど 。

⑪ 伝送 制御手順に.関す るこ と。

伝送 制御 手1頂(HDLC手 順,基 本形 データ伝送制御手順など),プ ロ トコル,伝 送速度,誤 り制御 な ど。

⑫ その他

デー タベー スな ど。

(2)情 報 処 理システ ム

① システム処理形態 に関す ること。
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②

③

④

オ ン ラ イ ン処 理,パ ッ チ 処 理 な ど 。

シ ス テ ム 構 成 に 関 す る こ と 。

デ ュ プ レ ッ ク ス シ ス テ ム,マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン グ シ ス テ ム な ど 。

シ ス テ ム の 性 能 評 価 に 関 す る こ と。

応 答 時 間,ア ク セ ス 時 間 な ど 。

そ の 他 層.

オ フ ィ ス オ ー トメ ー シ ョ ン(OA)シ ス テ ム,フ ァク ト リ ィ オ ー ト メ ー シ ョ ン(FA)シ ス テ ム な ど 。

3.プ ロ グラム の作成 能力

(1)プ ロ グラム言語

①JISFORTRAN(上 位 水 準)に 関す るこ と。 ただ し,次 の仕様 を除 く。

倍精 度実数型,複 素数型,内 部フ ァイル,問 合せ(INQUIRE文)。

②JISCOBOL(最 高 水準)に 関す ること。 ただ し,次 の仕様 を除 く。

相対 フ ァイルの水準2,索 引 フ ァイル の水準2,プ ロ グラム間 連絡 の水準2,報 告 書作成 の全部,区 分 化

の全部,登 録集め全部,デ バ ッグの全部,通 信 の全部。

③PL/1に 関 すること。た だし,次 の仕様を除 く。

記憶域の動 的配置,配 列 の断面,リ ス ト処理,コ ンパ イル時機能 。

④ アセ ンブラに関す るこ と。

CAP-X(ハ ー ドウェアはCOMP-X)。 昭和62年4月 よ りCASL(ハ ー ドウ ェアはCOMET)と な る。

(2)プ ロ グ ラム技 法

① プロ グラム一般に関す ること。

条件判 定 と分岐,繰 返 し(ル ープ)の 制御,副 プ ログラム(サ ブルーチ ン,関 数),入 出力処理,配 列

(3次 元 まで),構 造 体,プ ログラムの追 跡,プ ログラムの誤 りの修 正,文 字 列処理,ヒ ッ ト処理,パ リテ

ィ,曜 日,時 間,数 値 の基 数変換(2進10進,16進 間 の相互 の変換),グ ラ フの描 画な ど。

② 事務計算 に関する こと。

集計(コ ン トロール レベル ご との集 計 を含む),最 大 値 ・最 小値,整 列(交 換法,挿 入法),併 合,表 引

き(テ ーブルサ ーチ),突 き合わせ,フ ァイル更 新,デ ータチ ェックな ど。

③ 技術計算 に関す ること。

平均,標 準 偏差,相 関係数,素 数,素 因数分解,最 大公約数,計 算誤差,方 程式の数 値解法(二 分法,ニ

ュー トン法,掃 き出し法 な ど),数 値 積分(台 形則,シ ンプ ソン則),行 列 演算,行 列 式な ど。

4.関 連 知 識

(1)情 報 処理一般

① 歴 史に関す ること。

代表的な人名,計 算機 の名称,プ ロ グラム言語.記 憶 素子,論 理 素子な ど。

② 標準化 に関す ること。

JIS,ISOの 標 準化な ど。

③ 法制度に関す ること。

情報処 理 に関す る法律,ソ フトウェア保護 な ど。

④ 安全対策 に関す ること。

暗証番号(パ スワー ド),電 気 ロックな ど。

⑤ 用語に関す る こと。

JIS用 語,情 報処理関連用語 など。

⑥ その他

プライバ シ保 護,ソ フ トウ ェア流通,要 員問題,情 報処理 教育な ど。

(2)商 業

① 商業 ・経済に関 すること。

経済知識(経 済 用語 な どを含む),企 業 活動の知識な ど。

② 簿記会計 に関す ること。

簿記(複 式簿記)の 基本 原 理及び用語の理解,商 品売買業におけ る取 引の記録 ・計 算 ・整理す る能力,工

業簿記な ど。

③ 計算事務 に関す ること。
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珠算,電 卓にょる計算 方法,売 買 ・金 利の計 算方法など。

④ マーケテ ィングに関するこ と。

市場の現状 と動向及 びマーケテ ィングの考 え方,マ ーケテ ィング調査 ・マーチ ャンダ イジング ・プ ロモー

シ ョンの 意義 ・用 語 ・考 え方,販 売価格の決 定な ど。

⑤ 商品流通 ・物的流通 に関す ること。

流通に関す る歴 史 ・用語 ・考 え方,商 品の取 引流通 ・流通経路の意義 ・用語 ・考 え方な ど。

⑥ 事務 管理 に関す るこ と。

事務管理 組織,事 務分 析,事 務 量算定,文 書制度,フ ァイ リング,事 務の集中 ・分 散,事 務 の機械化な ど。

⑦ 税務 会計 に関す る こと。

税の概念,法 人税な ど。

⑧ 経営 数学 に関 する こと。

標本調査の母集 団 と標本 の概念 など 。

⑨ 経営情報 システムに関す る こと。

企業 情報(財 務 ・人 事 など)の 分類 な ど。

(3)工 業

① 設計 ・製図 に関す る こと。

設計 に関する基本的事項 ・図面の 見方な ど。

② 生産計画 と管理 に関 すること。

生産方式,生 産計画 の特徴 ・用語 な ど。

③ 生産技術 に関す ること。

材料の 種類 と特 徴,機 械の要素 と装置,電 気回路な ど。

④ 資材計 画 と管理 に関す ること。

資材の種類,購 買,外 注,在 庫,倉 庫,運 搬 な ど。

⑤ 品質の検査 に関するこ と。

用語 と手法 な ど。

⑥ 原価計算 と管理に 関す ること。

原価 計算 に関 す る基本的な原理及び用語な ど。

⑦ 計測 と制御に関す る こと。

計測の基礎,制 御 の種類 な ど。

⑥ 自動化技術に関す ること。

自動化技術 の基本的用 語な ど。

⑨ 管理技術 に関 する こと。

IEの 基 本的用語な ど。

⑩ システムに関する こと。

基本概念,分 析,設 計 など。

⑪ORに 関 す ること。

代表的手法,解 法 など。

(4)数 学

① 数 ・式に関す ること。

整数,実 数,複 素数,多 項 式,三 角 関数,指 数関数,対 数 関数 など。

② 方程式 ・不等式に関す る こと。

二次方程式,連 立一次方程式,二 次不等式な ど。

③ 数列 ・極限に 関す る こと。

数列 の任意項,極 限な ど。

④ 微分 ・積分 に関す るこ と。

微分 ・積分 に関す る公 式を用 い た計 算な ど。

⑤ 確率 ・統計 に関する こと。

順列 ・組合 せ,確 率 ・条件 付確率,初 等統計,母 集団 と標本な ど。

⑥ ベ ク トル ・行列 に関す るこ と。

ベ ク トル ・行 列の演算 など。

⑦ 図形 に関する こと。
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平面図形,座 標 系,直 線 ・円 の方程式な ど。

⑧ 集合 ・論理 に関す ること。

集 合の概 念,論 理演算 など。

⑨ 誤差に 関す る こと。

絶対誤差,相 対 誤差,浮 動 小数点演算 の誤差 な ど。

(5)英 語

高等学校卒業程度 の語彙 力 ・読解力を有 し,情 報処理に 関する文献 が理解 できる程 度 の能力。

出典:(財)日 本情報処理開発協会

情報処理技術者試験センター
「情報処理技術者試験 」試験科目の説明
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この報 告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部 で

あ る機械 工業振興 資金の補助 を受 けて作成 した ものであ る。

デー タベ ー ス技術者育成 に関す る提言

日 昭 和62年3月

行 財団法人 デ ー タベ ー ス振興 セ ン ター

東京都港区浜松町2丁 目4番1号

世 界貿易セ ンター ビル7階 郵便番号105

電 話03(459)8581(代)

日生 印刷 株 式会 社

東京都品川区平塚1丁 目8番10号

電話03(786)0404(代)

(無 断転載禁)
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